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会　計　名
一　般　会　計
（４号、５号）

補正額 補正後の予算総額

※金額は千円単位を四捨五入

3億5,841万円 157億7,324万円

1億9,751万円 36億3,596万円 

　第３回(９月)定例会は、９月１日か
ら９月２１日までの２１日間の会期で
行われ、専決処分の承認１件、条例の
制定１件、一部改正５件、人事案件１
件、各会計の補正予算などを審議し、
提案されたすべての議案を可決しまし
た。

令和５年度各会計９月補正予算額

保育所等給食支援事業

　物価高騰に直面する子育て世帯
の経済的負担軽減と、栄養バラン
スや量を保った従来通りの給食等
を実施していくための経費に対す
る支援です。

　学校における不審者等対策とし
て防犯カメラを設置（盈進小学
校、宮之城中学校）するための経
費です。

農畜産業生産原価高騰対策事業費

　コロナ禍のインバウンドの減少
による米の需要減少や世界情勢悪
化による肥料等農業資材の高騰を
踏まえ、経費の一部を補填するも
のです。

406万円 2,967万円

389万円

補正予算の概要 ※金額は千円単位を四捨五入　

９月定例会

　生活者の支援や地域経済の活性
化を図るため、町がポイント還元
事業（キャッシュレス決済応援
キャンペーン事業）等を支援する
ための経費です。

 

　物価高騰や燃料高騰の影響を受
ける介護サービス事業所等に対す
る物価高騰等支援給付金です。

　学校跡地活用として、旧薩摩中
学校及び旧鶴田小学校土地分筆登
記のための測量等を行う経費で
す。

800万円 1,114万円

803万円

商工振興事務費 財産登記事務費

物価高騰等対策事業費

小学校・中学校共通管理費

4,294万円 6億7,581万円上 水 道 事 業
特別会計

介護保険事業
特別会計

様々な影響を受ける生産者

旧鶴田小学校 防犯カメラが設置される盈進小学校

　
蓄
電
池
設
備
及
び
固
定

燃
料
を
使
用
す
る
火
気
設

備
等
に
つ
い
て
基
準
の
見

直
し
が
な
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正

　
令
和
６
年
４
月
に
薩
摩

地
区
３
小
学
校
の
再
編
・

統
合
に
係
る
新
学
校
名
が

「
薩
摩
小
学
校
」
に
決
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　
な
お
、
薩
摩
の
「
薩
」

の
字
に
つ
い
て
は
旧
薩
摩

町
と
同
じ
「
薩
（
タ
テ
サ

ツ
）
」
と
な
り
、
併
せ
て

「
薩
（
タ
テ
サ
ツ
）
」
を

公
式
に
使
用
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
「
薩
（
ブ
ン
サ

ツ
）
」
の
使
用
に
つ
い
て

も
制
限
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ど
う
変
わ
っ
た
我
が
町
の
条
例

　
令
和
３
年
７
月
豪
雨
に

よ
る
道
路
災
害
復
旧
工
事

を
行
う
も
の
で
す
。

■
契
約
金
額

　
１
億
５
５
６
５
万
円

■
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社
笹
田
建
設

そ
の
他
の
議
決
事
項

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
原

油
価
格
や
物
価
の
高
騰
を

受
け
た
生
活
者
の
支
援
や

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
町
が
ポ
イ
ン
ト

還
元
を
支
援
す
る
た
め
の

経
費
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

業
務
）
で
す
。

専 

決 

処 
分

　
令
和
３
年
７
月
豪
雨
に

よ
る
道
路
災
害
復
旧
工
事

を
行
う
も
の
で
す
。

■
契
約
金
額

　
８
８
５
５
万
円

■
契
約
の
相
手
方

　
薩
摩
建
設
株
式
会
社

　
人
権
擁
護
委
員
の
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
再
任

　
本
田
　
智
子
氏

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
機
能
を
搭
載
し

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利

用
に
よ
り
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
が
可
能
と
な
る

規
定
等
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
研

修
終
了
予
定
者
の
内
容
変

更
に
伴
い
、
関
係
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置

法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

律
等
の
整
備
及
び
一
部
改

正
に
伴
い
、
関
係
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

決算特別委員会を実施
　第３回（９月）定例会最終日に動議が提
出され、決算特別委員会が設置されました。
　特別委員会は９月２６日から２９日まで
令和４年度の歳出・歳入・特別会計につい
て審査を行いました。審査内容の報告につ
いては第４回（１２月）定例会で行われま
す。
決算特別委員会…
　例年第３回（９月）定例会に提出された議案
の議決後、追加議案として「決算認定の議案」
が議案に提出されます。議会は決算を審査する
ために決算特別委員会を設置します。委員数は
地方議会によって異なりますが、さつま町議会
では８人の議員で構成されています。

学
校
条
例
の
一
部
改
正

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
及
び
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

大
俣
道
路
災
害
復
旧
工

事
請
負
契
約
の
締
結

川
口
柳
野
線
道
路
災
害

復
旧
工
事
請
負
契
約
の

締
結

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦

１
件
の
専
決
処
分
を
議

会
で
承
認

コンビニに設置されているキオスク端末
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会　計　名
一　般　会　計
（４号、５号）

補正額 補正後の予算総額

※金額は千円単位を四捨五入

3億5,841万円 157億7,324万円

1億9,751万円 36億3,596万円 

　第３回(９月)定例会は、９月１日か
ら９月２１日までの２１日間の会期で
行われ、専決処分の承認１件、条例の
制定１件、一部改正５件、人事案件１
件、各会計の補正予算などを審議し、
提案されたすべての議案を可決しまし
た。

令和５年度各会計９月補正予算額

保育所等給食支援事業

　物価高騰に直面する子育て世帯
の経済的負担軽減と、栄養バラン
スや量を保った従来通りの給食等
を実施していくための経費に対す
る支援です。

　学校における不審者等対策とし
て防犯カメラを設置（盈進小学
校、宮之城中学校）するための経
費です。

農畜産業生産原価高騰対策事業費

　コロナ禍のインバウンドの減少
による米の需要減少や世界情勢悪
化による肥料等農業資材の高騰を
踏まえ、経費の一部を補填するも
のです。

406万円 2,967万円

389万円

補正予算の概要 ※金額は千円単位を四捨五入　

９月定例会

　生活者の支援や地域経済の活性
化を図るため、町がポイント還元
事業（キャッシュレス決済応援
キャンペーン事業）等を支援する
ための経費です。

 

　物価高騰や燃料高騰の影響を受
ける介護サービス事業所等に対す
る物価高騰等支援給付金です。

　学校跡地活用として、旧薩摩中
学校及び旧鶴田小学校土地分筆登
記のための測量等を行う経費で
す。

800万円 1,114万円

803万円

商工振興事務費 財産登記事務費

物価高騰等対策事業費

小学校・中学校共通管理費

4,294万円 6億7,581万円上 水 道 事 業
特別会計

介護保険事業
特別会計

様々な影響を受ける生産者

旧鶴田小学校 防犯カメラが設置される盈進小学校

　
蓄
電
池
設
備
及
び
固
定

燃
料
を
使
用
す
る
火
気
設

備
等
に
つ
い
て
基
準
の
見

直
し
が
な
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正

　
令
和
６
年
４
月
に
薩
摩

地
区
３
小
学
校
の
再
編
・

統
合
に
係
る
新
学
校
名
が

「
薩
摩
小
学
校
」
に
決
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　
な
お
、
薩
摩
の
「
薩
」

の
字
に
つ
い
て
は
旧
薩
摩

町
と
同
じ
「
薩
（
タ
テ
サ

ツ
）
」
と
な
り
、
併
せ
て

「
薩
（
タ
テ
サ
ツ
）
」
を

公
式
に
使
用
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
「
薩
（
ブ
ン
サ

ツ
）
」
の
使
用
に
つ
い
て

も
制
限
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ど
う
変
わ
っ
た
我
が
町
の
条
例

　
令
和
３
年
７
月
豪
雨
に

よ
る
道
路
災
害
復
旧
工
事

を
行
う
も
の
で
す
。

■
契
約
金
額

　
１
億
５
５
６
５
万
円

■
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社
笹
田
建
設

そ
の
他
の
議
決
事
項

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
原

油
価
格
や
物
価
の
高
騰
を

受
け
た
生
活
者
の
支
援
や

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
町
が
ポ
イ
ン
ト

還
元
を
支
援
す
る
た
め
の

経
費
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

業
務
）
で
す
。

専 

決 

処 

分

　
令
和
３
年
７
月
豪
雨
に

よ
る
道
路
災
害
復
旧
工
事

を
行
う
も
の
で
す
。

■
契
約
金
額

　
８
８
５
５
万
円

■
契
約
の
相
手
方

　
薩
摩
建
設
株
式
会
社

　
人
権
擁
護
委
員
の
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
再
任

　
本
田
　
智
子
氏

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
機
能
を
搭
載
し

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利

用
に
よ
り
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
が
可
能
と
な
る

規
定
等
が
追
加
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
研

修
終
了
予
定
者
の
内
容
変

更
に
伴
い
、
関
係
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置

法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

律
等
の
整
備
及
び
一
部
改

正
に
伴
い
、
関
係
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

決算特別委員会を実施
　第３回（９月）定例会最終日に動議が提
出され、決算特別委員会が設置されました。
　特別委員会は９月２６日から２９日まで
令和４年度の歳出・歳入・特別会計につい
て審査を行いました。審査内容の報告につ
いては第４回（１２月）定例会で行われま
す。
決算特別委員会…
　例年第３回（９月）定例会に提出された議案
の議決後、追加議案として「決算認定の議案」
が議案に提出されます。議会は決算を審査する
ために決算特別委員会を設置します。委員数は
地方議会によって異なりますが、さつま町議会
では８人の議員で構成されています。

学
校
条
例
の
一
部
改
正

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

子
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び
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保
育
事
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す
る
基
準
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る
条
例
の
一
部
改
正
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常任委員会審査

委員会に付託された条例改正４件、
令和５年度一般会計補正予算（関係
分）及び特別会計の補正予算１件が
審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
で
各
種
証
明
書
交

付
に
係
る
料
金
の
設
定
は

ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答
　
今
回
交
付
可
能
に
な

る
の
は
住
民
票
と
印
鑑
登

録
証
明
書
の
２
種
類
で
あ

り
、
料
金
に
つ
い
て
は
役

場
窓
口
で
徴
収
し
て
い
る

金
額
と
同
じ
２
０
０
円
で

設
定
す
る
。

問
　
鹿
児
島
県
町
村
会
の

顧
問
弁
護
士
も
い
る
が
、

町
単
独
で
顧
問
契
約
を
行

う
理
由
は
。

答
　
町
村
会
の
顧
問
弁
護

士
は
20
町
４
村
の
自
治
体

を
引
き
受
け
て
お
り
、
日

程
調
整
に
時
間
を
要
す
る
。

ま
た
、
鹿
児
島
市
に
事
務

所
が
あ
り
、
時
間
的
制
約

や
複
数
回
に
渡
る
相
談
等

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

充
実
し
た
円
滑
な
相
談
体

制
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
職
員
内
部
に
よ

る
判
断
で
は
対
応
が
難
し

い
困
難
事
案
が
増
加
し
て

お
り
、
顧
問
契
約
を
行
う

こ
と
で
こ
れ
ら
の
課
題
に

対
応
し
た
い
。

問
　
紙
の
土
地
家
屋
台
帳

の
保
存
期
間
と
そ
の
冊
数

は
。

答
　
土
地
家
屋
台
帳
の
冊

数
は
７
５
０
冊
程
あ
る
。

こ
の
冊
数
を
本
庁
と
両
支

所
で
管
理
し
て
お
り
、
加

え
て
閉
鎖
さ
れ
た
台
帳
が

１
９
０
冊
程
あ
る
。
来
年

度
以
降
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
す
る
こ

と
で
、
書
庫
ス
ペ
ー
ス
に

空
き
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

し
た
後
の
紙
の
台
帳
も
永

久
保
存
し
て
い
く
。

委員長　古田　昌也
副委員長　橋之口富雄
委　員　新改　幸一
委　員　上別府ユキ
委　員　平八重光輝
委　員　上久保澄雄
委　員　川口　憲男
委　員　柏木　幸平

総務厚生
常任委員会

問
　
当
初
見
込
み
に
比
べ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
実
績
が
減

少
し
た
要
因
は
。

答
　
申
請
時
点
の
件
数
は

接
種
対
象
者
全
て
の
人
数

で
あ
り
、
接
種
間
隔
に
よ

る
接
種
者
数
の
減
少
や
感

染
等
に
よ
り
接
種
が
遅
れ

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
町
と
し
て
は
多

く
の
人
に
接
種
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
今
後
も
周
知

に
努
め
た
い
。

○○○○

問
　
旧
薩
摩
中
学
校
の
宅

地
に
隣
接
す
る
宅
地
を
分

筆
す
る
理
由
は
。

答
　
敷
地
の
一
部
が
隣
接

す
る
公
共
施
設
に
か
か
っ

て
い
る
ほ
か
、
法
面
部
分

に
つ
い
て
民
間
等
に
売
却

し
た
場
合
に
崩
壊
し
た
際
、

相
手
方
が
復
旧
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
面

部
分
を
町
有
地
と
す
る
た

め
に
分
筆
を
行
う
。

問
　
家
庭
用
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
に
付
随
す
る
蓄
電
池

に
は
影
響
が
あ
る
か
。

答
　
家
庭
用
蓄
電
池
は
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
の
容

量
が
一
般
的
で
あ
り
、
今

回
の
改
正
で
は
20
キ
ロ
ワ

ッ
ト
時
以
下
の
容
量
の
蓄

電
池
は
届
出
を
必
要
と
し

て
い
な
い
。
町
で
行
っ
て

い
る
蓄
電
池
の
設
置
補
助

の
申
請
状
況
を
確
認
す
る

と
、
申
請
の
あ
る
も
の
は

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
の

容
量
で
あ
り
、
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
る
。

よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。

全
て
の
学
童
ク
ラ
ブ
が
対

応
し
て
お
り
、
充
足
率
は

１
０
０
％
で
あ
る
。

問
　
町
内
の
学
童
ク
ラ
ブ

内
の
放
課
後
児
童
支
援
員

の
充
足
率
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答
　
町
内
の
学
童
ク
ラ
ブ

で
は
子
ど
も
の
人
数
に
か

か
わ
ら
ず
、
支
援
員
ま
た

は
支
援
員
と
み
な
さ
れ
る

者
を
２
名
以
上
配
置
す
る

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

旧薩摩中学校

常任委員会審査

委員会に付託された条例改正１件、
令和５年度一般会計補正予算（関係
分）及び特別会計の補正予算１件が
審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
こ
れ
ま
で
経
営
開
始

資
金
を
助
成
し
た
新
規
就

農
者
の
人
数
と
そ
の
後
の

経
営
状
況
は
。

答
　
助
成
し
た
人
数
は
15

人
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
認
定
農
業
者
へ
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
経
営
を

拡
大
さ
せ
て
い
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
発
見
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
Ｐ
Ｒ
動

画
を
ど
の
よ
う
に
作
成
し

て
い
く
の
か
。

答
　
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
が
提
出
し
た
動
画
の
企

画
書
か
ら
５
本
程
度
を
選

考
し
、
企
画
し
た
子
ど
も

た
ち
が
主
演
の
動
画
を
外

部
委
託
に
よ
り
作
成
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

日
本
語
の
他
に
英
語
と
ベ

ト
ナ
ム
語
に
翻
訳
し
た
動

画
も
作
成
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
盈
進
小
学
校
と
宮
之

城
中
学
校
以
外
の
学
校
へ

の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
計

画
は
あ
る
の
か
。

答
　
国
の
補
助
に
よ
り
集

中
的
な
支
援
が
令
和
７
年

度
ま
で
実
施
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
た
め
、
他
の
小

学
校
に
つ
い
て
も
計
画
的

に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

問
　
宮
之
城
鉄
道
記
念
館

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
理
由
は
。

答
　
多
目
的
ト
イ
レ
が
毎

日
の
よ
う
に
荒
ら
さ
れ
て

い
る
事
案
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
側

と
正
面
玄
関
に
１
台
ず
つ
、

館
内
に
２
台
設
置
し
、
防

犯
対
策
及
び
抑
止
効
果
に

よ
り
改
善
を
図
る
。

委員長　上囿　一行
副委員長　有川　美子
委　員　平山　俊郎
委　員　中村　慎一
委　員　森山 　大
委　員　新改　秀作
委　員　岸良　光廣

文教経済
常任委員会

問
　
宮
之
城
総
合
体
育
館

の
２
階
の
ト
イ
レ
を
改
修

す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

を
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

個
室
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ

る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
２
階
の
ト
イ
レ
改
修

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は

計
画
し
て
い
な
い
が
、
今

後
対
応
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
個
室
の
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
は
十
分
な
広
さ

を
確
保
し
た
上
で
洋
式
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
い
き
た

い
。

問
　
令
和
３
年
豪
雨
災
害

の
復
旧
工
事
の
進
捗
率
と

完
成
見
込
み
は
。

答
　
労
働
力
不
足
や
現
場

状
況
等
に
よ
り
進
捗
が
遅

れ
て
い
る
が
、
現
在
51
％

完
成
し
て
い
る
。
今
後
も

細
か
な
進
捗
管
理
を
行
い
、

今
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。

問
　
現
在
、
町
内
水
道
管

で
漏
水
が
予
想
さ
れ
る
箇

所
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

答
　
漏
水
箇
所
を
予
想
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、

法
定
耐
用
年
数
の
40
年
を

超
え
る
水
道
管
は
約
23
％

で
あ
り
、
１
０
５
㎞
程
度

と
見
込
ん
で
い
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

防犯カメラの設置される宮之城鉄道記念館

災害復旧工事現場（平川地区）
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常任委員会審査

委員会に付託された条例改正４件、
令和５年度一般会計補正予算（関係
分）及び特別会計の補正予算１件が
審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
で
各
種
証
明
書
交

付
に
係
る
料
金
の
設
定
は

ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答
　
今
回
交
付
可
能
に
な

る
の
は
住
民
票
と
印
鑑
登

録
証
明
書
の
２
種
類
で
あ

り
、
料
金
に
つ
い
て
は
役

場
窓
口
で
徴
収
し
て
い
る

金
額
と
同
じ
２
０
０
円
で

設
定
す
る
。

問
　
鹿
児
島
県
町
村
会
の

顧
問
弁
護
士
も
い
る
が
、

町
単
独
で
顧
問
契
約
を
行

う
理
由
は
。

答
　
町
村
会
の
顧
問
弁
護

士
は
20
町
４
村
の
自
治
体

を
引
き
受
け
て
お
り
、
日

程
調
整
に
時
間
を
要
す
る
。

ま
た
、
鹿
児
島
市
に
事
務

所
が
あ
り
、
時
間
的
制
約

や
複
数
回
に
渡
る
相
談
等

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

充
実
し
た
円
滑
な
相
談
体

制
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
職
員
内
部
に
よ

る
判
断
で
は
対
応
が
難
し

い
困
難
事
案
が
増
加
し
て

お
り
、
顧
問
契
約
を
行
う

こ
と
で
こ
れ
ら
の
課
題
に

対
応
し
た
い
。

問
　
紙
の
土
地
家
屋
台
帳

の
保
存
期
間
と
そ
の
冊
数

は
。

答
　
土
地
家
屋
台
帳
の
冊

数
は
７
５
０
冊
程
あ
る
。

こ
の
冊
数
を
本
庁
と
両
支

所
で
管
理
し
て
お
り
、
加

え
て
閉
鎖
さ
れ
た
台
帳
が

１
９
０
冊
程
あ
る
。
来
年

度
以
降
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
す
る
こ

と
で
、
書
庫
ス
ペ
ー
ス
に

空
き
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

し
た
後
の
紙
の
台
帳
も
永

久
保
存
し
て
い
く
。

委員長　古田　昌也
副委員長　橋之口富雄
委　員　新改　幸一
委　員　上別府ユキ
委　員　平八重光輝
委　員　上久保澄雄
委　員　川口　憲男
委　員　柏木　幸平

総務厚生
常任委員会

問
　
当
初
見
込
み
に
比
べ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
実
績
が
減

少
し
た
要
因
は
。

答
　
申
請
時
点
の
件
数
は

接
種
対
象
者
全
て
の
人
数

で
あ
り
、
接
種
間
隔
に
よ

る
接
種
者
数
の
減
少
や
感

染
等
に
よ
り
接
種
が
遅
れ

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
町
と
し
て
は
多

く
の
人
に
接
種
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
今
後
も
周
知

に
努
め
た
い
。

○○○○

問
　
旧
薩
摩
中
学
校
の
宅

地
に
隣
接
す
る
宅
地
を
分

筆
す
る
理
由
は
。

答
　
敷
地
の
一
部
が
隣
接

す
る
公
共
施
設
に
か
か
っ

て
い
る
ほ
か
、
法
面
部
分

に
つ
い
て
民
間
等
に
売
却

し
た
場
合
に
崩
壊
し
た
際
、

相
手
方
が
復
旧
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
面

部
分
を
町
有
地
と
す
る
た

め
に
分
筆
を
行
う
。

問
　
家
庭
用
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
に
付
随
す
る
蓄
電
池

に
は
影
響
が
あ
る
か
。

答
　
家
庭
用
蓄
電
池
は
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
の
容

量
が
一
般
的
で
あ
り
、
今

回
の
改
正
で
は
20
キ
ロ
ワ

ッ
ト
時
以
下
の
容
量
の
蓄

電
池
は
届
出
を
必
要
と
し

て
い
な
い
。
町
で
行
っ
て

い
る
蓄
電
池
の
設
置
補
助

の
申
請
状
況
を
確
認
す
る

と
、
申
請
の
あ
る
も
の
は

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
の

容
量
で
あ
り
、
影
響
は
な

い
も
の
と
考
え
る
。

よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。

全
て
の
学
童
ク
ラ
ブ
が
対

応
し
て
お
り
、
充
足
率
は

１
０
０
％
で
あ
る
。

問
　
町
内
の
学
童
ク
ラ
ブ

内
の
放
課
後
児
童
支
援
員

の
充
足
率
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答
　
町
内
の
学
童
ク
ラ
ブ

で
は
子
ど
も
の
人
数
に
か

か
わ
ら
ず
、
支
援
員
ま
た

は
支
援
員
と
み
な
さ
れ
る

者
を
２
名
以
上
配
置
す
る

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

旧薩摩中学校

常任委員会審査

委員会に付託された条例改正１件、
令和５年度一般会計補正予算（関係
分）及び特別会計の補正予算１件が
審議されました。
委員会審査の中で出された主な質疑、
意見などを掲載しています。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
こ
れ
ま
で
経
営
開
始

資
金
を
助
成
し
た
新
規
就

農
者
の
人
数
と
そ
の
後
の

経
営
状
況
は
。

答
　
助
成
し
た
人
数
は
15

人
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
認
定
農
業
者
へ
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
経
営
を

拡
大
さ
せ
て
い
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
発
見
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
Ｐ
Ｒ
動

画
を
ど
の
よ
う
に
作
成
し

て
い
く
の
か
。

答
　
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
が
提
出
し
た
動
画
の
企

画
書
か
ら
５
本
程
度
を
選

考
し
、
企
画
し
た
子
ど
も

た
ち
が
主
演
の
動
画
を
外

部
委
託
に
よ
り
作
成
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

日
本
語
の
他
に
英
語
と
ベ

ト
ナ
ム
語
に
翻
訳
し
た
動

画
も
作
成
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
盈
進
小
学
校
と
宮
之

城
中
学
校
以
外
の
学
校
へ

の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
計

画
は
あ
る
の
か
。

答
　
国
の
補
助
に
よ
り
集

中
的
な
支
援
が
令
和
７
年

度
ま
で
実
施
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
た
め
、
他
の
小

学
校
に
つ
い
て
も
計
画
的

に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

問
　
宮
之
城
鉄
道
記
念
館

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
理
由
は
。

答
　
多
目
的
ト
イ
レ
が
毎

日
の
よ
う
に
荒
ら
さ
れ
て

い
る
事
案
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
側

と
正
面
玄
関
に
１
台
ず
つ
、

館
内
に
２
台
設
置
し
、
防

犯
対
策
及
び
抑
止
効
果
に

よ
り
改
善
を
図
る
。

委員長　上囿　一行
副委員長　有川　美子
委　員　平山　俊郎
委　員　中村　慎一
委　員　森山 　大
委　員　新改　秀作
委　員　岸良　光廣

文教経済
常任委員会

問
　
宮
之
城
総
合
体
育
館

の
２
階
の
ト
イ
レ
を
改
修

す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

を
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

個
室
の
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ

る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
２
階
の
ト
イ
レ
改
修

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は

計
画
し
て
い
な
い
が
、
今

後
対
応
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
個
室
の
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
は
十
分
な
広
さ

を
確
保
し
た
上
で
洋
式
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
い
き
た

い
。

問
　
令
和
３
年
豪
雨
災
害

の
復
旧
工
事
の
進
捗
率
と

完
成
見
込
み
は
。

答
　
労
働
力
不
足
や
現
場

状
況
等
に
よ
り
進
捗
が
遅

れ
て
い
る
が
、
現
在
51
％

完
成
し
て
い
る
。
今
後
も

細
か
な
進
捗
管
理
を
行
い
、

今
年
度
中
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。

問
　
現
在
、
町
内
水
道
管

で
漏
水
が
予
想
さ
れ
る
箇

所
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

答
　
漏
水
箇
所
を
予
想
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、

法
定
耐
用
年
数
の
40
年
を

超
え
る
水
道
管
は
約
23
％

で
あ
り
、
１
０
５
㎞
程
度

と
見
込
ん
で
い
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

関
係
分

防犯カメラの設置される宮之城鉄道記念館

災害復旧工事現場（平川地区）
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一般質問

岸良 光廣 議員

給食センター民営化は

町長／民営化の検討も必要

問
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
　
運
行
を
行
政
の
中
で

一
括
し
て
管
理
す
る
部
署

が
な
い
現
状
。
小
学
生
・

中
学
生
・
臨
時
便
で
年
間

７
４
０
８
万
４
２
６
６
円

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
が
、

令
和
11
年
以
後
小
学
生
が

大
幅
に
減
少
し
４
０
０
人

台
に
な
る
。
５
年
６
年
先

は
見
直
し
を
す
る
必
要
で

は
。

答
　
児
童
・
生
徒
の
安

　
　
心
安
全
を
考
え
専
門

業
者
に
お
願
い
し
て
い
る

が
、
今
後
の
減
少
を
考
え

る
と
大
型
バ
ス
は
必
要
な

い
と
考
え
る
。
今
の
状
態

で
い
い
か
、
過
去
に
は
職

員
で
ち
く
り
ん
号
と
車
の

運
転
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
も
一
つ
の
方
法
か
と

考
え
る
。

行
政
改
革

問
　
６
年
後
の
令
和
11

　
　
年
ま
で
は
な
ん
と
か

そ
れ
な
り
の
児
童
数
が
あ

る
が
、
さ
ら
に
４
年
後
は

さ
つ
ま
町
全
体
で
児
童
数

が
４
０
０
人
台
に
な
る
。

子
ど
も
達
が
平
等
な
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
、
大
人
数
で

の
活
動
を
受
け
る
権
利
等

そ
の
権
利
を
守
る
た
め
に

も
、
学
校
再
編
が
必
要
で

は
。答

　
学
校
再
編
に
つ
い

　
　
て
進
め
る
場
合
で
も

児
童
に
は
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
を
平
等
に
受
け
る
権
利

が
あ
る
。
大
人
数
や
少
人

数
で
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
良
く
検
討
し
て
行
き
た

い
。
切
磋
琢
磨
す
る
た
め

に
は
あ
る
程
度
の
人
数
が

必
要
で
あ
り
、
５
年
６
年

先
の
児
童
数
を
見
て
第
３

次
の
検
討
も
必
要
と
考
え

る
。 今

後
の

学
校
再
編
は

町
長
／
第
３
次
見

直
し
の
検
討
も

問
　
日
置
市
で
は
１
月

　
　
〜
４
月
21
日
ま
で
の

間
、
主
査
・
課
長
補
佐
・

主
事
補
の
３
名
が
他
職
員

の
Ｉ
Ｄ
を
使
い
、
６
９
７

回
他
職
員
の
メ
ー
ル
の
閲

覧
、
人
事
評
価
録
書
な
ど

を
閲
覧
し
た
と
新
聞
報
道

が
あ
っ
た
が
、
さ
つ
ま
町

の
職
員
教
育
の
強
化
も
必

要
で
は
。

答
　
日
置
市
で
の
不
正

　
　
ロ
グ
イ
ン
は
承
知
し

て
お
り
確
認
し
て
い
る
。

本
町
で
も
不
正
ロ
グ
イ
ン

が
無
い
か
履
歴
も
調
査
し

た
が
、
不
正
ロ
グ
イ
ン
は

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
今

後
職
員
へ
の
指
導
の
強
化

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

不
正
ロ
グ
イ
ン

　
　は
な
い
か

町
長
／
本
町
で
確

認
さ
れ
ず

問
　
現
在
、
小
学
校
で

　
　
８
３
８
人
の
児
童
数

で
あ
る
が
、
今
後
令
和
11

年
以
後
４
年
間
で
児
童
数

が
４
０
０
人
台
に
な
り
、

中
学
生
を
合
わ
せ
て
１
千

人
前
後
と
な
る
。
給
食
の

安
心
安
全
を
考
え
る
と
民

営
化
で
は
な
く
行
政
で
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
が
良

い
と
思
う
。

答
　
来
年
度
２
つ
の
セ

　
　
ン
タ
ー
を
１
セ
ン
タ

ー
に
す
る
こ
と
で
人
件
費

等
を
１
５
０
０
万
円
程
削

減
す
る
。
当
分
の
間
は
直

営
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
将
来
的
に
は

民
間
委
託
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
引
き
続
き
経
費

面
等
を
含
め
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
総
合
的

に
判
断
を
行
う
が
、
民
営

化
あ
り
き
で
考
え
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は

町
長
／
５
年
６
年
先
は
見
直
し
を

１１路線運行している宮之城中学校の通学バス

今後民営化も検討される
宮之城学校給食センター

岸良 光廣（７ページ）

・行政改革について

川口 憲男（９ページ）

・危機管理体制について

上別府 ユキ（13ページ）
・放課後児童健全育成事業に
ついて
・公園や子どもの遊び場につ
いて

一
般
質
問
と
は
…

　
各
議
員
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
町
の
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
を
聞
き
、
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　
単
に
疑
問
を
解
消
し
、

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行

政
策
の
提
言
を
す
る
議
員

の
重
要
な
活
動
で
す
。

　
本
町
議
会
の
質
問
時
間

は
、
質
問
と
町
長
等
の
答

弁
を
あ
わ
せ
て
１
人
60
分

以
内
と
な
っ
て
お
り
、
９

月
定
例
会
で
は
８
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

一般質問１日目の動画配信

岸良　光廣
森山　大　
川口　憲男
古田　昌也
平八重光輝

一般質問２日目の動画配信

一般質問関係の記事は、
各議員から提出された原稿
を基に、質問議員の責任に
おいて掲載しています。

森山　大（８ページ）

・高齢者孤独死について
・「先生が足りない。今、学
校が大ピンチ」について

古田 昌也（10ページ）
・小中学校の現状について
・公共交通機関について
・たばこ税について

有川 美子（14ページ）
・乗合タクシーについて
・母子手帳交付事務について
・選挙管理委員会の業務につ
いて

平八重 光輝（11ページ）

・やさしさ日本一の町に

中村 慎一（12ページ）
・高齢者クラブ活動等への支
援について
・地域福祉や介護人材の確保
について

中村　慎一
上別府ユキ
有川　美子

さつま町議会だよりNo.75 6



一般質問

岸良 光廣 議員

給食センター民営化は

町長／民営化の検討も必要

問
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
　
運
行
を
行
政
の
中
で

一
括
し
て
管
理
す
る
部
署

が
な
い
現
状
。
小
学
生
・

中
学
生
・
臨
時
便
で
年
間

７
４
０
８
万
４
２
６
６
円

経
費
が
か
か
っ
て
い
る
が
、

令
和
11
年
以
後
小
学
生
が

大
幅
に
減
少
し
４
０
０
人

台
に
な
る
。
５
年
６
年
先

は
見
直
し
を
す
る
必
要
で

は
。

答
　
児
童
・
生
徒
の
安

　
　
心
安
全
を
考
え
専
門

業
者
に
お
願
い
し
て
い
る

が
、
今
後
の
減
少
を
考
え

る
と
大
型
バ
ス
は
必
要
な

い
と
考
え
る
。
今
の
状
態

で
い
い
か
、
過
去
に
は
職

員
で
ち
く
り
ん
号
と
車
の

運
転
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
も
一
つ
の
方
法
か
と

考
え
る
。

行
政
改
革

問
　
６
年
後
の
令
和
11

　
　
年
ま
で
は
な
ん
と
か

そ
れ
な
り
の
児
童
数
が
あ

る
が
、
さ
ら
に
４
年
後
は

さ
つ
ま
町
全
体
で
児
童
数

が
４
０
０
人
台
に
な
る
。

子
ど
も
達
が
平
等
な
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
、
大
人
数
で

の
活
動
を
受
け
る
権
利
等

そ
の
権
利
を
守
る
た
め
に

も
、
学
校
再
編
が
必
要
で

は
。答

　
学
校
再
編
に
つ
い

　
　
て
進
め
る
場
合
で
も

児
童
に
は
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
を
平
等
に
受
け
る
権
利

が
あ
る
。
大
人
数
や
少
人

数
で
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
良
く
検
討
し
て
行
き
た

い
。
切
磋
琢
磨
す
る
た
め

に
は
あ
る
程
度
の
人
数
が

必
要
で
あ
り
、
５
年
６
年

先
の
児
童
数
を
見
て
第
３

次
の
検
討
も
必
要
と
考
え

る
。 今

後
の

学
校
再
編
は

町
長
／
第
３
次
見

直
し
の
検
討
も

問
　
日
置
市
で
は
１
月

　
　
〜
４
月
21
日
ま
で
の

間
、
主
査
・
課
長
補
佐
・

主
事
補
の
３
名
が
他
職
員

の
Ｉ
Ｄ
を
使
い
、
６
９
７

回
他
職
員
の
メ
ー
ル
の
閲

覧
、
人
事
評
価
録
書
な
ど

を
閲
覧
し
た
と
新
聞
報
道

が
あ
っ
た
が
、
さ
つ
ま
町

の
職
員
教
育
の
強
化
も
必

要
で
は
。

答
　
日
置
市
で
の
不
正

　
　
ロ
グ
イ
ン
は
承
知
し

て
お
り
確
認
し
て
い
る
。

本
町
で
も
不
正
ロ
グ
イ
ン

が
無
い
か
履
歴
も
調
査
し

た
が
、
不
正
ロ
グ
イ
ン
は

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
今

後
職
員
へ
の
指
導
の
強
化

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

不
正
ロ
グ
イ
ン

　
　は
な
い
か

町
長
／
本
町
で
確

認
さ
れ
ず

問
　
現
在
、
小
学
校
で

　
　
８
３
８
人
の
児
童
数

で
あ
る
が
、
今
後
令
和
11

年
以
後
４
年
間
で
児
童
数

が
４
０
０
人
台
に
な
り
、

中
学
生
を
合
わ
せ
て
１
千

人
前
後
と
な
る
。
給
食
の

安
心
安
全
を
考
え
る
と
民

営
化
で
は
な
く
行
政
で
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
が
良

い
と
思
う
。

答
　
来
年
度
２
つ
の
セ

　
　
ン
タ
ー
を
１
セ
ン
タ

ー
に
す
る
こ
と
で
人
件
費

等
を
１
５
０
０
万
円
程
削

減
す
る
。
当
分
の
間
は
直

営
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
将
来
的
に
は

民
間
委
託
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
引
き
続
き
経
費

面
等
を
含
め
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
総
合
的

に
判
断
を
行
う
が
、
民
営

化
あ
り
き
で
考
え
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
は

町
長
／
５
年
６
年
先
は
見
直
し
を

１１路線運行している宮之城中学校の通学バス

今後民営化も検討される
宮之城学校給食センター

岸良 光廣（７ページ）

・行政改革について

川口 憲男（９ページ）

・危機管理体制について

上別府 ユキ（13ページ）
・放課後児童健全育成事業に
ついて
・公園や子どもの遊び場につ
いて

一
般
質
問
と
は
…

　
各
議
員
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
町
の
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
を
聞
き
、
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　
単
に
疑
問
を
解
消
し
、

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行

政
策
の
提
言
を
す
る
議
員

の
重
要
な
活
動
で
す
。

　
本
町
議
会
の
質
問
時
間

は
、
質
問
と
町
長
等
の
答

弁
を
あ
わ
せ
て
１
人
60
分

以
内
と
な
っ
て
お
り
、
９

月
定
例
会
で
は
８
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

一般質問１日目の動画配信

岸良　光廣
森山　大　
川口　憲男
古田　昌也
平八重光輝

一般質問２日目の動画配信

一般質問関係の記事は、
各議員から提出された原稿
を基に、質問議員の責任に
おいて掲載しています。

森山　大（８ページ）

・高齢者孤独死について
・「先生が足りない。今、学
校が大ピンチ」について

古田 昌也（10ページ）
・小中学校の現状について
・公共交通機関について
・たばこ税について

有川 美子（14ページ）
・乗合タクシーについて
・母子手帳交付事務について
・選挙管理委員会の業務につ
いて

平八重 光輝（11ページ）

・やさしさ日本一の町に

中村 慎一（12ページ）
・高齢者クラブ活動等への支
援について
・地域福祉や介護人材の確保
について

中村　慎一
上別府ユキ
有川　美子
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一般質問

高齢者孤独死の現状は

町長／積極的に声掛けを行う

問
　誰
に
も
看
取
ら
れ

　
　ず
、
亡
く
な
っ
た
後

に
発
見
さ
れ
る
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の「
孤
独
死
」

が
県
内
で
増
え
て
い
る
が

本
町
で
は
「
孤
独
死
」
は

な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

行
政
に
は
「
孤
独
死
」
を

防
ぐ
そ
の
機
能
を
高
め
る

仕
組
み
や
居
場
所
づ
く
り

な
ど
手
厚
い
施
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　本
町
で
は
、
こ
の

　
　
10
年
間
の
孤
独
死
の

数
は
13
人
で
あ
る
。
支
援

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の

方
々
に
対
し
て
「
地
域
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、

「
食
の
自
立
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
に
よ
る
配
食
と

安
否
確
認
、
「
緊
急
通
報

装
置
設
置
事
業
」
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
通
い
の
場
と
し
て
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

の
取
組
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
通
い
の
場

に
行
け
な
い
人
達
へ
は
地

域
で
見
守
り
し
て
い
る
方

々
に
積
極
的
な
声
掛
け
を

お
願
い
し
て
い
く
。

問
　過
労
死
ラ
イ
ン
80

　
　時
間
超
え
は
す
で
に

命
を
脅
か
す
ほ
ど
の
過
酷

な
労
働
で
あ
り
、
学
校
は

ブ
ラ
ッ
ク
職
場
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
。
採
用
試
験

受
験
者
も
年
々
減
少
し
、

全
国
の
自
治
体
で
は
受
験

者
を
確
保
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
教
員
不

足
の
要
因
は
何
だ
と
思
う

か
。

答
　ま
ず
考
え
ら
れ
る

　
　
の
が
、
小
学
校
教
員

の
一
人
担
任
制
や
中
学
校

の
部
活
動
顧
問
の
問
題
等
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
向
け

た
労
働
環
境
が
改
善
さ
れ

ず
、
他
の
職
業
と
比
較
し

て
十
分
な
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

通
常
の
業
務
に
加
え
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
英

語
教
育
な
ど
の
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
、
法
改
正
に

よ
る
35
人
学
級
編
成
、
特

別
支
援
学
級
の
増
加
に
よ

り
十
分
な
数
の
教
員
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
が
相
ま
っ

て
、
教
員
不
足
が
発
生
し

て
い
る
と
考
え
る
。

教
員
不
足
の
要
因
は

教
育
長
／
複
数
要
因
が
あ
る

労働環境

高
齢
者
支
援

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（24-8911もしくは53-1111）にお問い合わせください。

令和５年第４回(12月)定例会は12月１日開会予定です。
○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペー
ジで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してある
テレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。

ＱＲコードを読み取るとライブ中継画面の
ページが表示されます。

12月定例会予定  議運…議会運営委員会、全協…全員協議会      

森山 大 議員

福祉給食の配食による安否確認

一般質問

川口 憲男 議員

危機管理室の設置を

町長／的確な連携を推進する

防
災
体
制

問
　事
前
の
対
策
は
、

　
　日
々
の
取
組
が
大
事
。

災
害
対
策
・
防
犯
対
策
等

取
り
組
む
課
題
は
多
く
、

関
係
機
関
と
の
連
携
は
い

ち
早
く
町
民
へ
の
情
報
発

信
・
早
い
避
難
に
も
繋
が

る
と
考
え
る
。
危
機
管
理

係
を
室
に
す
る
こ
と
で
体

制
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は

な
い
か
。

答
　消
防
本
部
と
確
認

　
　
等
の
連
携
は
出
来
て

い
る
。
自
衛
隊
・
川
内
川

河
川
事
務
所
・
さ
つ
ま
警

察
署
・
気
象
台
等
と
の
連

携
や
待
機
場
所
の
確
保
、

情
報
分
析
、
発
信
体
制
は
、

自
然
災
害
の
激
甚
化
を
考

慮
す
る
と
改
善
の
余
地
が

あ
る
。
本
町
が
危
機
事
象

に
対
し
て
迅
速
に
的
確
な

対
応
が
出
来
る
よ
う
組
織

の
再
編
・
人
員
配
置
を
検

討
す
る
。

答
　こ
れ
ま
で
の
方
法

　
　
に
捉
わ
れ
ず
、
危
険

予
測
が
さ
れ
て
い
る
地
域

の
み
の
開
設
な
ど
、
柔
軟

な
開
設
を
周
知
し
て
き
た
。

ま
た
、
安
全
確
認
な
ど
の

情
報
取
得
が
で
き
る
よ
う

Ｗ
ｉ
–
Ｆ
ｉ
機
器
の
整
備

や
避
難
時
の
ス
ト
レ
ス
軽

減
の
た
め
に
、
簡
易
ベ
ッ

ド
や
マ
ッ
ト
等
を
購
入
し

て
き
て
い
る
。
今
後
も
環

境
改
善
を
図
る
よ
う
努
め

た
い
。

避
難
所
体
制
は
十
分
か

町
長
／
今
後
も
改
善
が
必
要

問
　水
害
等
発
生
時
の

　
　避
難
、
特
に
危
険
箇

所
の
把
握
や
避
難
所
ま
で

の
安
全
ル
ー
ト
の
確
認
は
。

ま
た
、
避
難
所
体
制
が
長

期
間
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
想

定
し
た
備
蓄
へ
の
対
策
は
。

議会傍聴の際は予約不要です。ただし座席に限りがありますので
ご了承ください。また、議会中継は両支所でもご覧いただけます。

①役場本庁入口から左へ進みます。 ②傍聴席のある３階へあがります。

③３階で左側一番奥まで進みます。 ④傍聴席に着席し、傍聴します。

傍聴時の注意点
１　議場の言論に対して、拍手などによ
り　公然と可否を示さないこと。
２　静かにして、騒ぎ立てないこと。
３　携帯電話は電源を切るかマナーモー
ドにして、通話はしないこと。
４　飲食や喫煙をしないこと。
５　議事の妨害をしないこと。
６　議長の許可なく、写真や動画の撮影、
録音を行わないこと。

※主な注意点のみ掲載しています。
詳しくは傍聴席前に掲示している注意
事項やＱＲコードから
ご確認ください。

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　〜
議
会
傍
聴
方
法
〜

避難所用パーテーション

避難所用Ｗｉ-Ｆｉ機器避難所用簡易ベッド
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一般質問

高齢者孤独死の現状は
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に
も
看
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、
亡
く
な
っ
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後

に
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れ
る
一
人
暮
ら

し
の
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の「
孤
独
死
」

が
県
内
で
増
え
て
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る
が

本
町
で
は
「
孤
独
死
」
は

な
か
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た
の
か
。
ま
た
、

行
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に
は
「
孤
独
死
」
を
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ぐ
そ
の
機
能
を
高
め
る

仕
組
み
や
居
場
所
づ
く
り

な
ど
手
厚
い
施
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が
必
要

で
は
な
い
か
。
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　本
町
で
は
、
こ
の

　
　
10
年
間
の
孤
独
死
の

数
は
13
人
で
あ
る
。
支
援

を
必
要
と
す
る
高
齢
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の
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に
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し
て
「
地
域
見

守
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ネ
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、
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の
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サ
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事
業
」
に
よ
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配
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と
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認
、
「
緊
急
通
報

装
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設
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事
業
」
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ど
を

実
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て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
通
い
の
場
と
し
て
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

の
取
組
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
通
い
の
場

に
行
け
な
い
人
達
へ
は
地

域
で
見
守
り
し
て
い
る
方

々
に
積
極
的
な
声
掛
け
を

お
願
い
し
て
い
く
。
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　過
労
死
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イ
ン
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　時
間
超
え
は
す
で
に

命
を
脅
か
す
ほ
ど
の
過
酷

な
労
働
で
あ
り
、
学
校
は

ブ
ラ
ッ
ク
職
場
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
。
採
用
試
験

受
験
者
も
年
々
減
少
し
、

全
国
の
自
治
体
で
は
受
験

者
を
確
保
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
教
員
不

足
の
要
因
は
何
だ
と
思
う

か
。

答
　ま
ず
考
え
ら
れ
る

　
　
の
が
、
小
学
校
教
員

の
一
人
担
任
制
や
中
学
校

の
部
活
動
顧
問
の
問
題
等
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
向
け

た
労
働
環
境
が
改
善
さ
れ

ず
、
他
の
職
業
と
比
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し

て
十
分
な
魅
力
を
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て

も
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な
い
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ま
た
、

通
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の
業
務
に
加
え
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
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グ
教
育
や
英

語
教
育
な
ど
の
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
、
法
改
正
に

よ
る
35
人
学
級
編
成
、
特

別
支
援
学
級
の
増
加
に
よ

り
十
分
な
数
の
教
員
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
が
相
ま
っ

て
、
教
員
不
足
が
発
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し

て
い
る
と
考
え
る
。

教
員
不
足
の
要
因
は

教
育
長
／
複
数
要
因
が
あ
る

労働環境

高
齢
者
支
援

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（24-8911もしくは53-1111）にお問い合わせください。

令和５年第４回(12月)定例会は12月１日開会予定です。
○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペー
ジで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してある
テレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。

ＱＲコードを読み取るとライブ中継画面の
ページが表示されます。

12月定例会予定  議運…議会運営委員会、全協…全員協議会      

森山 大 議員

福祉給食の配食による安否確認

一般質問

川口 憲男 議員

危機管理室の設置を

町長／的確な連携を推進する

防
災
体
制

問
　事
前
の
対
策
は
、

　
　日
々
の
取
組
が
大
事
。

災
害
対
策
・
防
犯
対
策
等

取
り
組
む
課
題
は
多
く
、

関
係
機
関
と
の
連
携
は
い

ち
早
く
町
民
へ
の
情
報
発

信
・
早
い
避
難
に
も
繋
が

る
と
考
え
る
。
危
機
管
理

係
を
室
に
す
る
こ
と
で
体

制
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は

な
い
か
。

答
　消
防
本
部
と
確
認

　
　
等
の
連
携
は
出
来
て

い
る
。
自
衛
隊
・
川
内
川

河
川
事
務
所
・
さ
つ
ま
警

察
署
・
気
象
台
等
と
の
連

携
や
待
機
場
所
の
確
保
、

情
報
分
析
、
発
信
体
制
は
、

自
然
災
害
の
激
甚
化
を
考

慮
す
る
と
改
善
の
余
地
が

あ
る
。
本
町
が
危
機
事
象

に
対
し
て
迅
速
に
的
確
な

対
応
が
出
来
る
よ
う
組
織

の
再
編
・
人
員
配
置
を
検

討
す
る
。

答
　こ
れ
ま
で
の
方
法

　
　
に
捉
わ
れ
ず
、
危
険

予
測
が
さ
れ
て
い
る
地
域

の
み
の
開
設
な
ど
、
柔
軟

な
開
設
を
周
知
し
て
き
た
。

ま
た
、
安
全
確
認
な
ど
の

情
報
取
得
が
で
き
る
よ
う

Ｗ
ｉ
–
Ｆ
ｉ
機
器
の
整
備

や
避
難
時
の
ス
ト
レ
ス
軽

減
の
た
め
に
、
簡
易
ベ
ッ

ド
や
マ
ッ
ト
等
を
購
入
し

て
き
て
い
る
。
今
後
も
環

境
改
善
を
図
る
よ
う
努
め

た
い
。

避
難
所
体
制
は
十
分
か

町
長
／
今
後
も
改
善
が
必
要

問
　水
害
等
発
生
時
の

　
　避
難
、
特
に
危
険
箇

所
の
把
握
や
避
難
所
ま
で

の
安
全
ル
ー
ト
の
確
認
は
。

ま
た
、
避
難
所
体
制
が
長

期
間
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
想

定
し
た
備
蓄
へ
の
対
策
は
。

議会傍聴の際は予約不要です。ただし座席に限りがありますので
ご了承ください。また、議会中継は両支所でもご覧いただけます。

①役場本庁入口から左へ進みます。 ②傍聴席のある３階へあがります。

③３階で左側一番奥まで進みます。 ④傍聴席に着席し、傍聴します。

傍聴時の注意点
１　議場の言論に対して、拍手などによ
り　公然と可否を示さないこと。
２　静かにして、騒ぎ立てないこと。
３　携帯電話は電源を切るかマナーモー
ドにして、通話はしないこと。
４　飲食や喫煙をしないこと。
５　議事の妨害をしないこと。
６　議長の許可なく、写真や動画の撮影、
録音を行わないこと。

※主な注意点のみ掲載しています。
詳しくは傍聴席前に掲示している注意
事項やＱＲコードから
ご確認ください。

議
会
か
ら
の
お
知
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せ
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議
会
傍
聴
方
法
〜
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一般質問

軽自動車税（4.0％）
9,797 万円

市町村たばこ税（5.5％）
1億 3,573 万円

固定資産税（54.4％）
13億 4,423 万円

入湯税（0.1％）
359万円

町民税 (36.0％)
8 億 9,062 万円

令和３年度町税収入割合
総額24億7,214万円（Ｒ4.5.31現在）

古田 昌也 議員

公共交通機関へ助成は

町長／事業者へ制度を周知

交
通
対
策

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
は

町
長
／
地
域
の
新
た
な
移
動
手
段

問
　
本
町
の
現
状
と
し

　
　
て
昼
夜
問
わ
ず
、
公

共
交
通
機
関
の
不
足
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
補

助
制
度
の
創
設
に
向
け
た

準
備
を
行
っ
て
い
る
と
確

認
し
て
い
る
。
そ
こ
で
町

と
し
て
、
も
う
一
歩
踏
み

込
ん
だ
交
通
機
関
助
成
を

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
本
年
６
月
議
会
に

　
　
お
い
て
、
町
内
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
お
け
る

新
た
な
乗
務
員
確
保
を
図

る
一
助
と
な
る
よ
う
関
連

議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
各
タ
ク
シ
ー
事
業

者
を
訪
問
し
た
上
で
、
制

度
の
周
知
と
活
用
に
つ
い

て
直
接
要
請
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
に
お
け

る
新
た
な
移
動
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
「
自
家
用

有
償
旅
客
運
送
」
な
ど
実

証
実
験
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

問
　
地
域
に
お
け
る
新

　
　
た
な
交
通
手
段
と
い

う
が
、
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
。
ま
た
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
の
よ
う
に
２

種
免
許
は
い
ら
な
い
の
か
、

い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
費

用
を
助
成
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
　
自
家
用
有
償
旅
客

　
　
運
送
は
、
市
町
村
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
自
家
用

車
を
用
い
て
運
送
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。
今
年

３
月
に
策
定
し
た
「
地
域

公
共
交
通
計
画
」
に
も
位

答
　
令
和
３
年
度
決
算

　
　
で
、
た
ば
こ
税
は
約

１
億
３
５
０
０
万
円
の
収

入
で
あ
り
、
町
税
全
体
の

約
５
・
５
％
を
占
め
る
。

限
ら
れ
た
財
源
を
確
保
し

て
い
く
中
、
重
要
な
収
入

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
町
内
の
た
ば
こ

販
売
協
同
組
合
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
先
進
事
例

等
の
研
究
を
行
い
、
そ
の

必
要
性
を
十
分
見
極
め
な

が
ら
、
多
面
的
に
検
討
を

進
め
て
い
く
。

置
づ
け
、
本
年
度
２
地
域

に
お
い
て
実
証
実
験
を
行

う
予
定
。
す
で
に
、
20
区

の
公
民
館
長
に
も
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
現
在
対
象

地
区
の
選
定
を
含
め
、
実

証
開
始
に
向
け
た
準
備
作

業
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
制
度
に
は
２
種
免
許

は
必
要
な
い
が
、
講
習
の

受
講
等
の
登
録
要
件
は
あ

る
。

販
売
機
交
換
の
支
援
は

町
長
／

　
　先
進
事
例
等
の
研
究
を

たばこ税問
　
た
ば
こ
税
は
固
定

　
　
資
産
税
等
と
共
に
本

町
に
お
け
る
貴
重
な
財
源

で
あ
る
。
今
後
、
通
信
回

線
の
サ
ー
ビ
ス
終
了
に
伴

い
、
既
存
の
自
動
販
売
機

が
使
用
で
き
な
く
な
り
交

換
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
税
収
の
確
保
、
事
業
者

支
援
も
か
ね
て
、
販
売
機

交
換
等
の
支
援
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
小
中
学
校
の
現
状
に
つ

　
い
て

一般質問

平八重 光輝 議員

やさしさ日本一の町に

町長／追加支援策を検討

運
営
補
助

問
　
区
公
民
館
の
運
営

　
　
補
助
に
つ
い
て
、
平

成
の
合
併
か
ら
区
公
民
館

の
運
営
補
助
に
不
公
平
が

生
じ
て
い
る
。
令
和
８
年

度
か
ら
区
公
民
館
が
管
理

す
る
自
治
公
民
館
に
移
行

す
る
。

　
現
在
の
区
公
民
館
運
営

補
助
は
。

問
　
令
和
８
年
度
以
降

　
　
の
区
公
民
館
運
営
補

助
が
全
公
民
館
平
等
に
な

る
よ
う
な
支
援
策
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
検
討
中
で
あ
る
が
、

　
　
「
ま
ち
づ
く
り
座
談

会
」
や
指
定
管
理
施
設
の

譲
渡
協
議
に
お
い
て
、
公

民
館
に
人
的
配
置
を
す
る

場
合
の
財
政
支
援
や
将
来
、

施
設
の
解
体
が
必
要
に
な

っ
た
時
の
補
助
基
準
の
見

直
し
な
ど
、
様
々
な
要
望

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
新

た
な
追
加
支
援
策
の
検
討

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

答
　
高
齢
者
の
ご
み
出

　
　
し
や
移
動
支
援
等
の

生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

一
部
助
成
を
行
い
、
生
活

支
援
団
体
の
拡
充
を
図
っ

て
い
る
が
、
全
国
的
に
高

齢
化
が
進
み
、
本
町
で
も

地
域
支
え
合
い
に
よ
る
ご

み
出
し
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
要
介
護

者
や
障
が
い
者
な
ど
へ
の

支
援
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問
　
ご
み
を
収
集
場
所

　
　
ま
で
運
べ
る
人
が
い

な
い
家
庭
、
障
が
い
の
あ

る
人
、
要
介
護
者
、
要
支

援
者
や
一
時
的
に
ご
み
出

し
の
出
来
な
い
人
な
ど
を

対
象
に
行
政
で
ご
み
の
戸

別
収
集
を
す
る
考
え
は
。

ご
み
の
戸
別
収
集
を

町
長
／
実
施
に
向
け
制
度
設
計

答
　
町
が
指
定
管
理
制

　
　
度
で
管
理
運
営
し
て

い
る
区
公
民
館
が
８
か
所
、

区
独
自
で
管
理
す
る
公
民

館
が
11
か
所
、
条
例
公
民

館
が
３
か
所
あ
る
。
町
有

施
設
を
利
用
し
て
い
る
区

と
、
独
自
に
施
設
を
建
設

し
維
持
管
理
し
て
い
る
区

は
、
住
民
負
担
の
不
公
平

感
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ

り
、
平
成
29
年
度
補
助
金

交
付
要
綱
を
見
直
し
た
。
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一般質問

軽自動車税（4.0％）
9,797 万円

市町村たばこ税（5.5％）
1億 3,573 万円

固定資産税（54.4％）
13億 4,423 万円

入湯税（0.1％）
359万円

町民税 (36.0％)
8 億 9,062 万円

令和３年度町税収入割合
総額24億7,214万円（Ｒ4.5.31現在）

古田 昌也 議員

公共交通機関へ助成は

町長／事業者へ制度を周知

交
通
対
策

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
は

町
長
／
地
域
の
新
た
な
移
動
手
段

問
　
本
町
の
現
状
と
し

　
　
て
昼
夜
問
わ
ず
、
公

共
交
通
機
関
の
不
足
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
補

助
制
度
の
創
設
に
向
け
た

準
備
を
行
っ
て
い
る
と
確

認
し
て
い
る
。
そ
こ
で
町

と
し
て
、
も
う
一
歩
踏
み

込
ん
だ
交
通
機
関
助
成
を

検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
本
年
６
月
議
会
に

　
　
お
い
て
、
町
内
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
お
け
る

新
た
な
乗
務
員
確
保
を
図

る
一
助
と
な
る
よ
う
関
連

議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
各
タ
ク
シ
ー
事
業

者
を
訪
問
し
た
上
で
、
制

度
の
周
知
と
活
用
に
つ
い

て
直
接
要
請
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
に
お
け

る
新
た
な
移
動
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
「
自
家
用

有
償
旅
客
運
送
」
な
ど
実

証
実
験
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

問
　
地
域
に
お
け
る
新

　
　
た
な
交
通
手
段
と
い

う
が
、
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
。
ま
た
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
の
よ
う
に
２

種
免
許
は
い
ら
な
い
の
か
、

い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
費

用
を
助
成
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
　
自
家
用
有
償
旅
客

　
　
運
送
は
、
市
町
村
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
自
家
用

車
を
用
い
て
運
送
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。
今
年

３
月
に
策
定
し
た
「
地
域

公
共
交
通
計
画
」
に
も
位

答
　
令
和
３
年
度
決
算

　
　
で
、
た
ば
こ
税
は
約

１
億
３
５
０
０
万
円
の
収

入
で
あ
り
、
町
税
全
体
の

約
５
・
５
％
を
占
め
る
。

限
ら
れ
た
財
源
を
確
保
し

て
い
く
中
、
重
要
な
収
入

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
町
内
の
た
ば
こ

販
売
協
同
組
合
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
先
進
事
例

等
の
研
究
を
行
い
、
そ
の

必
要
性
を
十
分
見
極
め
な

が
ら
、
多
面
的
に
検
討
を

進
め
て
い
く
。

置
づ
け
、
本
年
度
２
地
域

に
お
い
て
実
証
実
験
を
行

う
予
定
。
す
で
に
、
20
区

の
公
民
館
長
に
も
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
現
在
対
象

地
区
の
選
定
を
含
め
、
実

証
開
始
に
向
け
た
準
備
作

業
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
制
度
に
は
２
種
免
許

は
必
要
な
い
が
、
講
習
の

受
講
等
の
登
録
要
件
は
あ

る
。

販
売
機
交
換
の
支
援
は

町
長
／

　
　先
進
事
例
等
の
研
究
を

たばこ税問
　
た
ば
こ
税
は
固
定

　
　
資
産
税
等
と
共
に
本

町
に
お
け
る
貴
重
な
財
源

で
あ
る
。
今
後
、
通
信
回

線
の
サ
ー
ビ
ス
終
了
に
伴

い
、
既
存
の
自
動
販
売
機

が
使
用
で
き
な
く
な
り
交

換
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
税
収
の
確
保
、
事
業
者

支
援
も
か
ね
て
、
販
売
機

交
換
等
の
支
援
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
小
中
学
校
の
現
状
に
つ

　
い
て

一般質問

平八重 光輝 議員

やさしさ日本一の町に

町長／追加支援策を検討

運
営
補
助

問
　
区
公
民
館
の
運
営

　
　
補
助
に
つ
い
て
、
平

成
の
合
併
か
ら
区
公
民
館

の
運
営
補
助
に
不
公
平
が

生
じ
て
い
る
。
令
和
８
年

度
か
ら
区
公
民
館
が
管
理

す
る
自
治
公
民
館
に
移
行

す
る
。

　
現
在
の
区
公
民
館
運
営

補
助
は
。

問
　
令
和
８
年
度
以
降

　
　
の
区
公
民
館
運
営
補

助
が
全
公
民
館
平
等
に
な

る
よ
う
な
支
援
策
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
検
討
中
で
あ
る
が
、

　
　
「
ま
ち
づ
く
り
座
談

会
」
や
指
定
管
理
施
設
の

譲
渡
協
議
に
お
い
て
、
公

民
館
に
人
的
配
置
を
す
る

場
合
の
財
政
支
援
や
将
来
、

施
設
の
解
体
が
必
要
に
な

っ
た
時
の
補
助
基
準
の
見

直
し
な
ど
、
様
々
な
要
望

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
新

た
な
追
加
支
援
策
の
検
討

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

答
　
高
齢
者
の
ご
み
出

　
　
し
や
移
動
支
援
等
の

生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

一
部
助
成
を
行
い
、
生
活

支
援
団
体
の
拡
充
を
図
っ

て
い
る
が
、
全
国
的
に
高

齢
化
が
進
み
、
本
町
で
も

地
域
支
え
合
い
に
よ
る
ご

み
出
し
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
要
介
護

者
や
障
が
い
者
な
ど
へ
の

支
援
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問
　
ご
み
を
収
集
場
所

　
　
ま
で
運
べ
る
人
が
い

な
い
家
庭
、
障
が
い
の
あ

る
人
、
要
介
護
者
、
要
支

援
者
や
一
時
的
に
ご
み
出

し
の
出
来
な
い
人
な
ど
を

対
象
に
行
政
で
ご
み
の
戸

別
収
集
を
す
る
考
え
は
。

ご
み
の
戸
別
収
集
を

町
長
／
実
施
に
向
け
制
度
設
計

答
　
町
が
指
定
管
理
制

　
　
度
で
管
理
運
営
し
て

い
る
区
公
民
館
が
８
か
所
、

区
独
自
で
管
理
す
る
公
民

館
が
11
か
所
、
条
例
公
民

館
が
３
か
所
あ
る
。
町
有

施
設
を
利
用
し
て
い
る
区

と
、
独
自
に
施
設
を
建
設

し
維
持
管
理
し
て
い
る
区

は
、
住
民
負
担
の
不
公
平

感
を
指
摘
す
る
意
見
が
あ

り
、
平
成
29
年
度
補
助
金

交
付
要
綱
を
見
直
し
た
。
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一般質問

中村 慎一 議員

シニアが輝く町に

町長／実情に応じて支援を

地
域
福
祉

問
　介
護
人
材
が
不
足

　
　す
る
中
、
従
事
者
の

過
重
労
働
が
懸
念
さ
れ
る
。

従
事
者
が
欠
け
る
と
小
規

模
な
事
業
所
は
存
亡
に
も

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
地

域
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影

響
す
る
。
結
果
と
し
て
在

宅
高
齢
者
の
家
族
介
護
者

に
負
担
が
及
ぶ
深
刻
な
問

題
。
町
長
の
見
解
は
。

介
護
人
材
の
確
保
を

町
長
／

　
　す
べ
て
の
業
種
で
不
足

福祉行政

問
　地
域
に
お
け
る
福   

　
　祉
活
動
等
の
主
体
で

あ
る
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
サ

ロ
ン
等
は
、
役
員
や
主
催

者
等
の
高
年
齢
化
か
ら
後

継
者
の
確
保
が
困
難
な
状

況
下
で
あ
る
。
運
営
の
継

続
も
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
役

場
等
へ
の
手
続
に
掛
か
る

事
務
支
援
等
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
行
政
や
関
係
団

体
に
よ
る
協
力
支
援
の
取

組
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
　高
齢
者
ク
ラ
ブ
・

　
　
地
域
サ
ロ
ン
は
、
地

域
の
重
要
な
福
祉
活
動
団

体
。
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
は
、

運
営
補
助
金
等
に
か
か
る

事
務
を
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
地
域
サ
ロ
ン
に
は
、

指
導
者
の
育
成
や
隣
接
す

る
団
体
と
の
連
携
を
含
め

支
援
を
検
討
す
る
。
今
後

も
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
豊

か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

組
織
運
営
や
奉
仕
活
動
推

進
に
必
要
な
支
援
を
行
う
。

答
　人
材
不
足
は
全
て

　
　
の
業
種
に
通
じ
る
大

き
な
問
題
。
就
職
面
談
会
、

職
場
見
学
会
な
ど
行
っ
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
関
与
の

仕
方
を
検
討
し
て
き
た
が

難
し
い
課
題
で
あ
る
。
若

い
人
達
に
事
業
所
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
で

あ
る
。
新
規
就
職
補
助
制

度
を
使
い
易
く
見
直
し
人

材
確
保
を
図
り
た
い
。
　

　
　
　

地
域
福
祉
の
人
材
確
保
を

町
長
／
人
材
養
成
は
段
階
的
に

問
　サ
ロ
ン
や
生
活
支

　
　援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
地
域
福
祉
の
担
い
手

の
高
齢
化
等
に
よ
り
人
材

の
育
成
確
保
も
大
き
な
課

題
。
生
活
支
援
の
活
動
は

必
要
で
あ
る
が
、
自
己
資

金
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
広

ま
ら
な
い
。
高
齢
者
の
文

化
的
な
生
活
が
維
持
さ
れ

破
綻
し
な
い
よ
う
、
活
動

そ
の
も
の
に
支
援
し
て
取

組
を
進
め
て
欲
し
い
。

答
　サ
ロ
ン
に
は
地
域

　
　
の
福
祉
力
を
高
め
参

加
し
や
す
い
介
護
予
防
の

制
度
が
出
来
て
い
る
。
地

元
有
志
に
よ
る
生
活
支
援

で
は
、
も
う
少
し
使
え
る

形
に
し
て
ほ
し
い
と
要
望

が
あ
る
。
制
度
内
容
は
来

年
度
に
向
け
て
見
直
し
た

い
。
現
場
目
線
で
し
っ
か

り
対
応
し
た
い
。

さつまるふくしマルシェ会場での
介護・福祉体験

薩摩中央高校生徒の福祉施設見学会

一般質問

上別府 ユキ 議員

再編後の学童クラブは

町長／２つの学童クラブ開設

学
童
再
編

問
　
町
は
労
働
等
で
保

　
　
護
者
が
昼
間
家
庭
に

い
な
い
児
童
に
対
し
て
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。
薩
摩
地
区
３
小
学
校

の
再
編
に
伴
う
放
課
後
学

童
ク
ラ
ブ
運
営
の
方
向
性

は
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
か
。

答
　
現
在
薩
摩
地
区
の

　
　
小
学
校
に
３
か
所
あ

る
放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
の

う
ち
、
中
津
川
小
学
校
隣

接
の
恵
光
学
童
ク
ラ
ブ
は

今
ま
で
ど
お
り
運
営
を
維

持
し
、
薩
摩
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
内
に
新
た
に

１
か
所
、
合
計
２
か
所
の

学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
予
定

で
あ
る
。

答
　
一
、
対
象
地
区
の

　
　
保
護
者
へ
調
査
を
実

施
し
、
開
設
を
望
む
声
が

多
く
、
今
後
開
設
場
所
や

運
営
等
を
協
議
し
説
明
し

て
い
く
。

二
、
課
題
は
支
援
員
の
確

保
で
あ
り
、
７
月
に
研
修

会
を
開
催
し
た
。
各
学
童

ク
ラ
ブ
間
の
連
携
と
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
来
年
度
以
降
も
実
施

予
定
で
あ
る
。

問
　
一
、
放
課
後
学
童

　
　
ク
ラ
ブ
が
な
い
地
区

の
開
設
に
向
け
た
動
き
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

二
、
放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ

の
今
後
の
課
題
は
把
握
で

き
て
い
る
か
。

答
　
町
内
に
都
市
公
園

　
　
や
児
童
遊
園
地
が
21

か
所
あ
り
、
遊
具
設
備
は

13
か
所
あ
る
。
本
年
度
、

宮
之
城
運
動
公
園
内
緑
地

広
場
の
複
合
遊
具
を
更
新

す
る
。
ま
た
、
Ｎ
ｉ
ｔ
ｅ

ｒ
ｒ
ａ
日
特
ス
パ
ー
ク
テ

ッ
ク
Ｗ
Ｋ
Ｓ
公
園(

県
立

北
薩
広
域
公
園)

内
ふ
る

さ
と
ゾ
ー
ン
や
の
び
の
び

ゾ
ー
ン
に
大
型
冒
険
遊
具
、

複
合
遊
具
が
あ
る
。

問
　
年
々
、
町
内
に
青

　
　
少
年
や
親
子
で
遊
べ

る
場
所
が
減
っ
て
き
て
い

る
。
子
育
て
世
代
か
ら

「
ど
こ
に
行
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
遊
べ
ば
い
い
の
か
」

と
い
う
声
も
あ
る
。
現
在
、

遊
べ
る
公
園
等
は
町
内
に

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

未
開
設
地
区

で
の
動
き
は

町
長
／
場
所
や

運
営
を
協
議
す
る

遊
び
場
の
現
状
は

町
長
／

　
　都
市
公
園
な
ど
21
か
所

公園設備

問
　
一
、
雨
で
も
、
真

　
　
夏
日
で
も
天
候
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
親
子
で

集
え
遊
べ
る
施
設
を
設
け

る
予
定
は
な
い
か
。

二
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
練

習
場
・
ボ
ル
タ
リ
ン
グ
体

験
場
な
ど
の
確
保
は
出
来

な
い
か
。

答
　
一
、
子
育
て
サ
ー

　
　
ク
ル
等
で
も
、
乳
幼

児
の
親
子
が
い
つ
で
も
集

ま
れ
る
場
所
を
希
望
す
る

声
を
聞
き
、
設
置
を
検
討

中
で
あ
る
。

二
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
練

習
場
は
今
後
研
究
し
た
い
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
場
は
、

ケ
ガ
や
事
故
も
考
え
ら
れ

る
の
で
整
備
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
。

全
天
候
型
の

遊
び
場
所
を

町
長
／
設
置
に
向

け
検
討
中

Ｎｉｔｅｒｒａ日特スパークテックＷＫＳ公園
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一般質問



一般質問

中村 慎一 議員

シニアが輝く町に

町長／実情に応じて支援を

地
域
福
祉

問
　介
護
人
材
が
不
足

　
　す
る
中
、
従
事
者
の

過
重
労
働
が
懸
念
さ
れ
る
。

従
事
者
が
欠
け
る
と
小
規

模
な
事
業
所
は
存
亡
に
も

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
地

域
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影

響
す
る
。
結
果
と
し
て
在

宅
高
齢
者
の
家
族
介
護
者

に
負
担
が
及
ぶ
深
刻
な
問

題
。
町
長
の
見
解
は
。

介
護
人
材
の
確
保
を

町
長
／

　
　す
べ
て
の
業
種
で
不
足

福祉行政

問
　地
域
に
お
け
る
福   

　
　祉
活
動
等
の
主
体
で

あ
る
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
サ

ロ
ン
等
は
、
役
員
や
主
催

者
等
の
高
年
齢
化
か
ら
後

継
者
の
確
保
が
困
難
な
状

況
下
で
あ
る
。
運
営
の
継

続
も
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
役

場
等
へ
の
手
続
に
掛
か
る

事
務
支
援
等
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
行
政
や
関
係
団

体
に
よ
る
協
力
支
援
の
取

組
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
　高
齢
者
ク
ラ
ブ
・

　
　
地
域
サ
ロ
ン
は
、
地

域
の
重
要
な
福
祉
活
動
団

体
。
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
は
、

運
営
補
助
金
等
に
か
か
る

事
務
を
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
地
域
サ
ロ
ン
に
は
、

指
導
者
の
育
成
や
隣
接
す

る
団
体
と
の
連
携
を
含
め

支
援
を
検
討
す
る
。
今
後

も
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
豊

か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

組
織
運
営
や
奉
仕
活
動
推

進
に
必
要
な
支
援
を
行
う
。

答
　人
材
不
足
は
全
て

　
　
の
業
種
に
通
じ
る
大

き
な
問
題
。
就
職
面
談
会
、

職
場
見
学
会
な
ど
行
っ
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
関
与
の

仕
方
を
検
討
し
て
き
た
が

難
し
い
課
題
で
あ
る
。
若

い
人
達
に
事
業
所
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
で

あ
る
。
新
規
就
職
補
助
制

度
を
使
い
易
く
見
直
し
人

材
確
保
を
図
り
た
い
。
　

　
　
　

地
域
福
祉
の
人
材
確
保
を

町
長
／
人
材
養
成
は
段
階
的
に

問
　サ
ロ
ン
や
生
活
支

　
　援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
地
域
福
祉
の
担
い
手

の
高
齢
化
等
に
よ
り
人
材

の
育
成
確
保
も
大
き
な
課

題
。
生
活
支
援
の
活
動
は

必
要
で
あ
る
が
、
自
己
資

金
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
広

ま
ら
な
い
。
高
齢
者
の
文

化
的
な
生
活
が
維
持
さ
れ

破
綻
し
な
い
よ
う
、
活
動

そ
の
も
の
に
支
援
し
て
取

組
を
進
め
て
欲
し
い
。

答
　サ
ロ
ン
に
は
地
域

　
　
の
福
祉
力
を
高
め
参

加
し
や
す
い
介
護
予
防
の

制
度
が
出
来
て
い
る
。
地

元
有
志
に
よ
る
生
活
支
援

で
は
、
も
う
少
し
使
え
る

形
に
し
て
ほ
し
い
と
要
望

が
あ
る
。
制
度
内
容
は
来

年
度
に
向
け
て
見
直
し
た

い
。
現
場
目
線
で
し
っ
か

り
対
応
し
た
い
。

さつまるふくしマルシェ会場での
介護・福祉体験

薩摩中央高校生徒の福祉施設見学会

一般質問

上別府 ユキ 議員

再編後の学童クラブは

町長／２つの学童クラブ開設

学
童
再
編

問
　
町
は
労
働
等
で
保

　
　
護
者
が
昼
間
家
庭
に

い
な
い
児
童
に
対
し
て
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。
薩
摩
地
区
３
小
学
校

の
再
編
に
伴
う
放
課
後
学

童
ク
ラ
ブ
運
営
の
方
向
性

は
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
か
。

答
　
現
在
薩
摩
地
区
の

　
　
小
学
校
に
３
か
所
あ

る
放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
の

う
ち
、
中
津
川
小
学
校
隣

接
の
恵
光
学
童
ク
ラ
ブ
は

今
ま
で
ど
お
り
運
営
を
維

持
し
、
薩
摩
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
内
に
新
た
に

１
か
所
、
合
計
２
か
所
の

学
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
予
定

で
あ
る
。

答
　
一
、
対
象
地
区
の

　
　
保
護
者
へ
調
査
を
実

施
し
、
開
設
を
望
む
声
が

多
く
、
今
後
開
設
場
所
や

運
営
等
を
協
議
し
説
明
し

て
い
く
。

二
、
課
題
は
支
援
員
の
確

保
で
あ
り
、
７
月
に
研
修

会
を
開
催
し
た
。
各
学
童

ク
ラ
ブ
間
の
連
携
と
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
来
年
度
以
降
も
実
施

予
定
で
あ
る
。

問
　
一
、
放
課
後
学
童

　
　
ク
ラ
ブ
が
な
い
地
区

の
開
設
に
向
け
た
動
き
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

二
、
放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ

の
今
後
の
課
題
は
把
握
で

き
て
い
る
か
。

答
　
町
内
に
都
市
公
園

　
　
や
児
童
遊
園
地
が
21

か
所
あ
り
、
遊
具
設
備
は

13
か
所
あ
る
。
本
年
度
、

宮
之
城
運
動
公
園
内
緑
地

広
場
の
複
合
遊
具
を
更
新

す
る
。
ま
た
、
Ｎ
ｉ
ｔ
ｅ

ｒ
ｒ
ａ
日
特
ス
パ
ー
ク
テ

ッ
ク
Ｗ
Ｋ
Ｓ
公
園(

県
立

北
薩
広
域
公
園)

内
ふ
る

さ
と
ゾ
ー
ン
や
の
び
の
び

ゾ
ー
ン
に
大
型
冒
険
遊
具
、

複
合
遊
具
が
あ
る
。

問
　
年
々
、
町
内
に
青

　
　
少
年
や
親
子
で
遊
べ

る
場
所
が
減
っ
て
き
て
い

る
。
子
育
て
世
代
か
ら

「
ど
こ
に
行
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
遊
べ
ば
い
い
の
か
」

と
い
う
声
も
あ
る
。
現
在
、

遊
べ
る
公
園
等
は
町
内
に

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

未
開
設
地
区

で
の
動
き
は

町
長
／
場
所
や

運
営
を
協
議
す
る

遊
び
場
の
現
状
は

町
長
／

　
　都
市
公
園
な
ど
21
か
所

公園設備

問
　
一
、
雨
で
も
、
真

　
　
夏
日
で
も
天
候
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
親
子
で

集
え
遊
べ
る
施
設
を
設
け

る
予
定
は
な
い
か
。

二
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
練

習
場
・
ボ
ル
タ
リ
ン
グ
体

験
場
な
ど
の
確
保
は
出
来

な
い
か
。

答
　
一
、
子
育
て
サ
ー

　
　
ク
ル
等
で
も
、
乳
幼

児
の
親
子
が
い
つ
で
も
集

ま
れ
る
場
所
を
希
望
す
る

声
を
聞
き
、
設
置
を
検
討

中
で
あ
る
。

二
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
練

習
場
は
今
後
研
究
し
た
い
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験
場
は
、

ケ
ガ
や
事
故
も
考
え
ら
れ

る
の
で
整
備
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
。

全
天
候
型
の

遊
び
場
所
を

町
長
／
設
置
に
向

け
検
討
中

Ｎｉｔｅｒｒａ日特スパークテックＷＫＳ公園
(県立北薩広域公園)内のびのびゾーン
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一般質問



一般質問

有川　美子 議員

乗合タクシー拡充を

町長／改善の余地はある

交
通
政
策

答
　
任
意
記
入
の
「
妊

　
　
婦
情
報
」
に
、
「
人

工
流
産
」
回
数
の
項
目
が

あ
り
、
そ
の
意
義
は
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
後
ま
で
の

支
援
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
で
あ
る
。
望
ま
な
い
妊

娠
や
予
期
し
な
い
妊
娠
で

は
、
社
会
的
・
経
済
的
に

多
く
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て

い
る
可
能
性
が
高
く
、
支

援
を
早
期
に
実
施
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

問
　
令
和
３
年
に
運
行  

　
　
区
域
の
拡
大
を
し
た

が
、
町
民
か
ら
不
便
さ
を

訴
え
る
声
が
あ
る
。
神
子
、

鶴
田
、
湯
田
・
佐
志
エ
リ

ア
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
は
、

近
隣
医
療
機
関
と
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
乗
降
場

所
に
指
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

不
便
と
の
声
が
多
い
。
不

指
定
の
理
由
は
。

答
　
指
摘
の
と
お
り
現

　
　
状
で
は
相
互
乗
り
入

れ
が
で
き
な
い
場
所
が
あ

る
。
改
善
の
余
地
は
あ
る

が
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

便
性
が
向
上
す
る
こ
と
で
、

タ
ク
シ
ー
や
路
線
バ
ス
事

業
へ
の
影
響
等
課
題
も
想

定
さ
れ
る
。
「
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
」
等

で
十
分
議
論
し
て
い
く
。

問
　
本
町
で
は
、
選
挙 

　
　
ご
と
に
投
票
率
は
下

が
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

一
、
選
挙
管
理
委
員
会
の

業
務
で
は
、
投
票
率
を
世

代
別
や
地
域
別
に
分
析
し

て
い
る
の
か
。

二
、
巡
回
期
日
前
投
票
の

効
果
は
。 

問
　
商
業
施
設
に
投
票

　
　
所
を
設
け
る
考
え
は

な
い
か
。

答
　
商
業
施
設
等
に
お

　
　
け
る
移
動
期
日
前
投

票
所
の
開
設
に
あ
た
っ
て

は
、
施
設
運
営
者
の
理
解

・
協
力
の
も
と
、
投
票
を

行
う
た
め
の
適
切
な
ス
ペ

ー
ス
や
、
公
明
正
大
な
選

挙
環
境
の
提
供
、
秘
匿
性

の
確
保
が
必
要
。
本
町
に

お
い
て
も
開
設
が
可
能
か

研
究
を
行
い
、
期
日
前
投

票
制
度
を
活
用
し
た
投
票

の
機
会
の
提
供
に
努
め
た

い
。

答
　
一
、
未
公
表
だ
が
、

　
　
各
選
挙
後
に
開
催
す

る
選
挙
管
理
委
員
会
定
例

会
に
て
分
析
を
行
い
、
投

票
所
運
営
等
の
在
り
方
、

改
善
点
に
つ
い
て
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
。

二
、
巡
回
期
日
前
投
票
所

は
５
か
所
で
開
設
、
令
和

５
年
選
挙
で
は
計
１
０
０

名
が
投
票
。
そ
の
内
、
70

歳
代
、
80
歳
代
７
割
、
90

歳
代
も
１
割
弱
利
用
。
車

の
運
転
が
困
難
な
高
齢
者

等
を
中
心
に
一
定
の
利
用

ニ
ー
ズ
に
効
果
が
あ
る
。

問
　
母
子
手
帳
の
交
付

　
　
を
受
け
る
た
め
に
は
、

妊
娠
届
出
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
る
。
本
町
で
は

交
付
時
に
保
健
師
に
よ
る

「
妊
婦
相
談
」
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
の
際
妊
婦

情
報
と
し
て
、
過
去
の
人

工
妊
娠
中
絶（
人
工
流
産
）

の
回
数
を
聞
か
れ
る
そ
う

だ
が
、
そ
の
意
義
は
何
か
。

人
工
流
産
聴
取
の
意
義
は

妊婦相談

町
長
／早期

支
援
の
実
施
に
必
要

商
業
施
設
に
投
票
所
を

投票環境
町
長
／

　開
設
可
能
か
研
究
を
行
う

乗合タクシー（町ホームページ）

第３回モニター会議（令和５年１０月５日）
　９月定例議会が終わり、第３回目の議会モニター会議が開催されました。

　モニターから多くのご意見が寄せられましたので、一部を抜粋して掲載します。

　議会モニターよりいただいた意見を反映し、９月定例議会から議案集等
の関連資料を傍聴者が閲覧できるように準備しました。数に限りはありま
すが、１２月定例議会では部数を増やす予定ですので、傍聴の際にはぜひ
資料もご覧ください。また、回転収納できるテーブル設置は難しいですが、
メモができるようにバインダーを準備しますので、併せてご活用ください。

　さつま町議会では、令和５年９月定例会より会議の効率化やペーパーレス化等を目的として
タブレット端末の導入・運用を開始しました。９月定例会前に操作研修会を２回開催し、今後
も更なる活用に向け研究・研修を行っていきます。

ペーパーレス化に向け、タブレット端末を運用開始

今後は？
　しばらくは紙資料と併用ですが、徐々に電子データに
切り替えていく予定です。また、タブレット端末を利用
したオンライン会議等についても研究を行っていきます。

どのように変わるの？
　配布資料をタブレットで確認することで、資料の共有
化、会議の効率化が図られます。また、町長をはじめ執
行部もノートパソコン等の端末を導入しています。これ
により、印刷や紙資料削減が期待できます。

議場設備等について

本会議の傍聴（視聴）に関すること
・初めて傍聴席に座り感じたことは、傍聴する方が以外とたくさん
いたことにびっくりしました。知人がいたのですが、話によると議
員さんが一般質問するとのことで誘われたと言われました。積極的
に傍聴に来てもらい議会に関心をもってもらおうと動いていること
が分かり感心しました。

・傍聴の時、資料を見ながらメモができる椅子に回転収納できるテ
ーブルがあったら便利。
・傍聴席に資料が２部準備してありましたが、自分ひとりで見ていいのか
戸惑いました。モニターに資料を映すなどできないでしょうか。

議会だよりについて
・「広報さつま」に「議会だよりお出かけ版」というスペースを作られたらいかがでしょうか？また、
あなたも１日議員もありましたが「町内の小中学生」にさつま町議会についてリポートし、議会だよ
りに特集ページを作成してはどうか。

第３回モニター会議

 議会モニター制度運用中

議会に届け、町民の声
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一般質問



一般質問

有川　美子 議員

乗合タクシー拡充を

町長／改善の余地はある

交
通
政
策

答
　
任
意
記
入
の
「
妊

　
　
婦
情
報
」
に
、
「
人

工
流
産
」
回
数
の
項
目
が

あ
り
、
そ
の
意
義
は
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
後
ま
で
の

支
援
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
で
あ
る
。
望
ま
な
い
妊

娠
や
予
期
し
な
い
妊
娠
で

は
、
社
会
的
・
経
済
的
に

多
く
の
リ
ス
ク
を
抱
え
て

い
る
可
能
性
が
高
く
、
支

援
を
早
期
に
実
施
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

問
　
令
和
３
年
に
運
行  

　
　
区
域
の
拡
大
を
し
た

が
、
町
民
か
ら
不
便
さ
を

訴
え
る
声
が
あ
る
。
神
子
、

鶴
田
、
湯
田
・
佐
志
エ
リ

ア
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
は
、

近
隣
医
療
機
関
と
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
乗
降
場

所
に
指
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

不
便
と
の
声
が
多
い
。
不

指
定
の
理
由
は
。

答
　
指
摘
の
と
お
り
現

　
　
状
で
は
相
互
乗
り
入

れ
が
で
き
な
い
場
所
が
あ

る
。
改
善
の
余
地
は
あ
る

が
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

便
性
が
向
上
す
る
こ
と
で
、

タ
ク
シ
ー
や
路
線
バ
ス
事

業
へ
の
影
響
等
課
題
も
想

定
さ
れ
る
。
「
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
」
等

で
十
分
議
論
し
て
い
く
。

問
　
本
町
で
は
、
選
挙 

　
　
ご
と
に
投
票
率
は
下

が
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

一
、
選
挙
管
理
委
員
会
の

業
務
で
は
、
投
票
率
を
世

代
別
や
地
域
別
に
分
析
し

て
い
る
の
か
。

二
、
巡
回
期
日
前
投
票
の

効
果
は
。 

問
　
商
業
施
設
に
投
票

　
　
所
を
設
け
る
考
え
は

な
い
か
。

答
　
商
業
施
設
等
に
お

　
　
け
る
移
動
期
日
前
投

票
所
の
開
設
に
あ
た
っ
て

は
、
施
設
運
営
者
の
理
解

・
協
力
の
も
と
、
投
票
を

行
う
た
め
の
適
切
な
ス
ペ

ー
ス
や
、
公
明
正
大
な
選

挙
環
境
の
提
供
、
秘
匿
性

の
確
保
が
必
要
。
本
町
に

お
い
て
も
開
設
が
可
能
か

研
究
を
行
い
、
期
日
前
投

票
制
度
を
活
用
し
た
投
票

の
機
会
の
提
供
に
努
め
た

い
。

答
　
一
、
未
公
表
だ
が
、

　
　
各
選
挙
後
に
開
催
す

る
選
挙
管
理
委
員
会
定
例

会
に
て
分
析
を
行
い
、
投

票
所
運
営
等
の
在
り
方
、

改
善
点
に
つ
い
て
そ
の
都

度
検
討
し
て
い
る
。

二
、
巡
回
期
日
前
投
票
所

は
５
か
所
で
開
設
、
令
和

５
年
選
挙
で
は
計
１
０
０

名
が
投
票
。
そ
の
内
、
70

歳
代
、
80
歳
代
７
割
、
90

歳
代
も
１
割
弱
利
用
。
車

の
運
転
が
困
難
な
高
齢
者

等
を
中
心
に
一
定
の
利
用

ニ
ー
ズ
に
効
果
が
あ
る
。

問
　
母
子
手
帳
の
交
付

　
　
を
受
け
る
た
め
に
は
、

妊
娠
届
出
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
る
。
本
町
で
は

交
付
時
に
保
健
師
に
よ
る

「
妊
婦
相
談
」
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
の
際
妊
婦

情
報
と
し
て
、
過
去
の
人

工
妊
娠
中
絶（
人
工
流
産
）

の
回
数
を
聞
か
れ
る
そ
う

だ
が
、
そ
の
意
義
は
何
か
。

人
工
流
産
聴
取
の
意
義
は

妊婦相談

町
長
／早期

支
援
の
実
施
に
必
要

商
業
施
設
に
投
票
所
を

投票環境
町
長
／

　開
設
可
能
か
研
究
を
行
う

乗合タクシー（町ホームページ）

第３回モニター会議（令和５年１０月５日）
　９月定例議会が終わり、第３回目の議会モニター会議が開催されました。

　モニターから多くのご意見が寄せられましたので、一部を抜粋して掲載します。

　議会モニターよりいただいた意見を反映し、９月定例議会から議案集等
の関連資料を傍聴者が閲覧できるように準備しました。数に限りはありま
すが、１２月定例議会では部数を増やす予定ですので、傍聴の際にはぜひ
資料もご覧ください。また、回転収納できるテーブル設置は難しいですが、
メモができるようにバインダーを準備しますので、併せてご活用ください。

　さつま町議会では、令和５年９月定例会より会議の効率化やペーパーレス化等を目的として
タブレット端末の導入・運用を開始しました。９月定例会前に操作研修会を２回開催し、今後
も更なる活用に向け研究・研修を行っていきます。

ペーパーレス化に向け、タブレット端末を運用開始

今後は？
　しばらくは紙資料と併用ですが、徐々に電子データに
切り替えていく予定です。また、タブレット端末を利用
したオンライン会議等についても研究を行っていきます。

どのように変わるの？
　配布資料をタブレットで確認することで、資料の共有
化、会議の効率化が図られます。また、町長をはじめ執
行部もノートパソコン等の端末を導入しています。これ
により、印刷や紙資料削減が期待できます。

議場設備等について

本会議の傍聴（視聴）に関すること
・初めて傍聴席に座り感じたことは、傍聴する方が以外とたくさん
いたことにびっくりしました。知人がいたのですが、話によると議
員さんが一般質問するとのことで誘われたと言われました。積極的
に傍聴に来てもらい議会に関心をもってもらおうと動いていること
が分かり感心しました。

・傍聴の時、資料を見ながらメモができる椅子に回転収納できるテ
ーブルがあったら便利。
・傍聴席に資料が２部準備してありましたが、自分ひとりで見ていいのか
戸惑いました。モニターに資料を映すなどできないでしょうか。

議会だよりについて
・「広報さつま」に「議会だよりお出かけ版」というスペースを作られたらいかがでしょうか？また、
あなたも１日議員もありましたが「町内の小中学生」にさつま町議会についてリポートし、議会だよ
りに特集ページを作成してはどうか。

第３回モニター会議
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　高齢者のために買い物がしや
すい施設や支援するような制度
はないのでしょうか。高齢者が
増えている状況を考えると、困
っている人は多いと思います。

町長　町内には、高齢者や障がいのある方が利用し
やすいように、バリアフリー化されているお店もあ
ります。町社会福祉協議会では、身体の不自由な方
や高齢者などに、車椅子の購入補助や貸し出しを行
ったり、お店まで買い物に行けない方のために買い
物支援などを行っています。今後も、障がいのある
方もそうでない方もみんなが住みやすいまちにして
いきたいと思いますのでご協力お願いします。

求名小学校 ６年 求名小学校 ６年

町長　閉校後の求名小学校の空き教室をお店として
利用するという提案は、実際にお店を経営しようと
する人が見つかるのか、また、経営しても儲かるの
か、といった問題が多くあり、実現は難しいと考え
ていますが、同じく閉校となる永野小学校と同じよ
うに、公民館長さんを中心に、地域の皆さんで新た
な活用について話し合いをしていただくようお願い
をしたいと思います。

　求名小学校がなくなったら、
跡地に教室ごとに店舗を入れる
など、ショッピングモールにし
たらいいと考えました。そんな
楽しい場所ができるといいです。

さつま町の商業について

　子ども向けのお店ができたら、
町も活性化され人口も増える可
能性があります。町外の人も興
味を持つような、子ども向けの
施設を作る計画はありませんか。

町長　残念ながら今のところ新しい施設ができる計
画はないところです。毎日は難しいかもしれません
が、週末や月末などに地域の方が一緒になって、み
んながワクワク、楽しくなるような子ども向けのお
店を開くイベントを計画することも、地域の活性化
につながり、その一歩が求名に住みたいと思う人を
増やすきっかけになるかもしれませんので、地域の
方と一緒になって考えていきたいと思います。

求名小学校 ６年 宮之城中学校 ３年

町長　農業経営の面では、稲作を中心に畜産、施設園
芸などの複合経営に取り組む専業農家が多く、また、稲
作を行う兼業農家も多いです。町の農産物を知ってもら
うため、鹿児島市内でアンテナショップを開催するなど
の取組を行っています。また、大都市圏の市場で町長と
北さつま農協組合長によるトップセールスを行うなど、町
内産の農産物の売り込みと、販路拡大への取組、町内に
ある５か所の農産物直売所への出荷と、北さつま農協が
窓口となり、鹿児島市内にある複数の物産館施設でも
出荷・販売が行われています。

　さつま町の農業の特色はなん
ですか。また、農産物をどうや
って売り出していますか。そし
て、町産の物を販売する場所を
作るのはどうですか。

さつま町の農業の特色について子どもが楽しめるまちづくり

少子化対策について

町長　町では子育て世帯の経済的な支援や、地域、
企業など様々な場で、年齢や性別を問わず、全ての
人が子どもや子育て中の方々を応援する社会全体の
意識を変える取組が必要と考え、妊娠前からサポー
トを行っています。今後も、相手が必要としている
時に、話しを聞いたり、助言したり、一緒になって
考えることのできる、顔の見える相談支援を続けて
いきたいと思っています。

　子ども・子育て支援の拡充に
より、子どもを産み育てやすい
環境が整うと思いますが、町の
取組について教えてください。

※当日の会議録をホームページ
　に掲載しています。

上井 希美 さん 小野原 希歩さん

有馬 伶菜 さん 草留 虎太郎さん

うわい　　のぞみ  おのはら　　  きほ

 ありま　 　れな くさどめ　　こたろう

宮之城中学校 ３年

前野 心絆さん
まえの　　 ここな

やさしいまちづくり

ありま　　いっさとくどめ　 もこう

あなたも１日議員を開催
　８月２０日（日）にさつま町女性団体連絡協議会主催の「あなたも１日議員」が開催さ
れました。当日は、町内の小学生９名、中学生２名の計１１名が一般質問を行い、上別府
ユキ議員が議長を務め、一般質問形式で町政に質問をしました。
※一般質問は紙面の都合上内容を一部省略して掲載しています。ご了承ください。

　放置された田んぼや畑を有効
活用するために、何か取組をし
ていますか。また、放置された
畑や田んぼを譲ったり、貸し出
したりする取組はありますか。

　耕作放棄地について

町長　農地の見回りをしたり、農地の貸し借りや譲っ
たりこれらを斡旋している農業委員さんが３５名おり、
高齢や病気等により、耕作できなくなった方の農地を、
耕地面積を広げたいと考えている意欲ある農家の方に、
譲ったり貸し出す手伝いをしています。農業委員さん
の活動により、耕作放棄されそうな農地の増加を食い
止め、引き続き利用されるよう努めています。

きれいな町にするために

柏原小学校 ６年 永野小学校 ６年

町長　喫煙所を増やすことでこの問題を解決するの
ではなく、今ある専用の喫煙所や携帯灰皿を使うな
ど、たばこを吸う人達にマナーを守ってもらう取組
をしていきたいと思います。今後は、町のホームペ
ージや公式LINE、広報紙等も利用し、「環境美化に
ついて」広く呼びかけを行い、ポイ捨てが無くなる
ように努めていきたいと思います。

　町を「ポイ捨てなどがないき
れいな町にしてほしい」と思い
ますが、どのような取組をして
いますか。また、喫煙所を増や
す考えはありますか。

　閉校した後の永野小学校がど
うなるのか気になります。わた
しの一つの案として、「永野金
山記念館」にできたらいいと思
いますがどうでしょうか。

教育長　活用するとなれば、展示物などが必要にな
ります。金山歴史を語る品物や資料は現段階で残っ
ているものが少なく、今後もどんなものが残ってい
るのか調査が必要になると思います。永野小学校の
跡地活用について、「永野金山記念館」として整備
をするということになれば、近隣にある施設の活用
方法などと一緒に、検討することになります。

永野小学校 ５年 鶴田小学校 ６年

町長　まだ計画ができていないので、町が直接管理
しています。今後は、さつま町に暮らす人が、「安
全に住みやすく生活をするために、何を優先的に行
うのか」などについて、みんなで考えることが大切だ
と思います。これからも子どもから大人まで、みんな
が楽しめる場所がもっとできないか、キャンプ場だけ
でなくいろいろな活用方法を考えてみたいと思います。

　旧鶴田小跡地は、今はどこが
管理し、今後どうなる予定です
か。残せるものはそのまま利用
して、校庭はキャンプ場や遊べ
る場所にしたいと考えています。

閉校になった学校の利用について 旧鶴田小の跡地活用について

　郷土の物は郷土で食べるとさ
らにおいしく、体にもいいと知
りました。そこで、郷土の名産
品である西郷梅を給食で出すこ
とはできないでしょうか。

学校給食について

教育長　梅を使った献立は、いろいろありますが、
梅自体が主役の料理は、なかなか提供できていませ
ん。毎年、給食週間には、地元の特産品を提供して
います。数年前までは、西郷梅の提供もありました
が、出荷量が少ないため最近は、地元産のきんかん
などを提供しています。西郷梅を使った給食が提供
できるように、生産者と協力をいただきながら取り
組んでいきたいと思います。

高齢者の買い物支援について

求名小学校 ６年 求名小学校 ６年

町長　高齢者の割合が高くなっていくことと同時に、
買い物に困る方も増えていくことが予想されますの
で、移動販売車の充実を含め、買い物に困る方が少
しでも減るような取組を考えていきたいと思います。
また、今年から「高齢者いきいきチケット」という
助成券を発行し、高齢者の方が乗合タクシーや乗合
バスをもっと利用しやすいよう支援を広げています。

　求名に移動販売車が来るよう
してほしいです。高齢者の活気
につながるだけでなく、地域全
体の活性化にもつながると思い
ます。

井龍 敏志 さん 池山 歩希 さん

徳留 妹紅 さん 有馬 一颯 さん

山﨑 凜音 さん 高木 りん さん
やまさき　りおん たかき

いけやま  ほまれいりゅう 　さとし

小中学生が町政に意見・質問を！！

※一般質問は紙面の都合上内容を一部省略して掲載しています。ご了承ください。
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　高齢者のために買い物がしや
すい施設や支援するような制度
はないのでしょうか。高齢者が
増えている状況を考えると、困
っている人は多いと思います。

町長　町内には、高齢者や障がいのある方が利用し
やすいように、バリアフリー化されているお店もあ
ります。町社会福祉協議会では、身体の不自由な方
や高齢者などに、車椅子の購入補助や貸し出しを行
ったり、お店まで買い物に行けない方のために買い
物支援などを行っています。今後も、障がいのある
方もそうでない方もみんなが住みやすいまちにして
いきたいと思いますのでご協力お願いします。

求名小学校 ６年 求名小学校 ６年

町長　閉校後の求名小学校の空き教室をお店として
利用するという提案は、実際にお店を経営しようと
する人が見つかるのか、また、経営しても儲かるの
か、といった問題が多くあり、実現は難しいと考え
ていますが、同じく閉校となる永野小学校と同じよ
うに、公民館長さんを中心に、地域の皆さんで新た
な活用について話し合いをしていただくようお願い
をしたいと思います。

　求名小学校がなくなったら、
跡地に教室ごとに店舗を入れる
など、ショッピングモールにし
たらいいと考えました。そんな
楽しい場所ができるといいです。

さつま町の商業について

　子ども向けのお店ができたら、
町も活性化され人口も増える可
能性があります。町外の人も興
味を持つような、子ども向けの
施設を作る計画はありませんか。

町長　残念ながら今のところ新しい施設ができる計
画はないところです。毎日は難しいかもしれません
が、週末や月末などに地域の方が一緒になって、み
んながワクワク、楽しくなるような子ども向けのお
店を開くイベントを計画することも、地域の活性化
につながり、その一歩が求名に住みたいと思う人を
増やすきっかけになるかもしれませんので、地域の
方と一緒になって考えていきたいと思います。

求名小学校 ６年 宮之城中学校 ３年

町長　農業経営の面では、稲作を中心に畜産、施設園
芸などの複合経営に取り組む専業農家が多く、また、稲
作を行う兼業農家も多いです。町の農産物を知ってもら
うため、鹿児島市内でアンテナショップを開催するなど
の取組を行っています。また、大都市圏の市場で町長と
北さつま農協組合長によるトップセールスを行うなど、町
内産の農産物の売り込みと、販路拡大への取組、町内に
ある５か所の農産物直売所への出荷と、北さつま農協が
窓口となり、鹿児島市内にある複数の物産館施設でも
出荷・販売が行われています。

　さつま町の農業の特色はなん
ですか。また、農産物をどうや
って売り出していますか。そし
て、町産の物を販売する場所を
作るのはどうですか。

さつま町の農業の特色について子どもが楽しめるまちづくり

少子化対策について

町長　町では子育て世帯の経済的な支援や、地域、
企業など様々な場で、年齢や性別を問わず、全ての
人が子どもや子育て中の方々を応援する社会全体の
意識を変える取組が必要と考え、妊娠前からサポー
トを行っています。今後も、相手が必要としている
時に、話しを聞いたり、助言したり、一緒になって
考えることのできる、顔の見える相談支援を続けて
いきたいと思っています。

　子ども・子育て支援の拡充に
より、子どもを産み育てやすい
環境が整うと思いますが、町の
取組について教えてください。

※当日の会議録をホームページ
　に掲載しています。

上井 希美 さん 小野原 希歩さん

有馬 伶菜 さん 草留 虎太郎さん

うわい　　のぞみ  おのはら　　  きほ

 ありま　 　れな くさどめ　　こたろう

宮之城中学校 ３年

前野 心絆さん
まえの　　 ここな

やさしいまちづくり

ありま　　いっさとくどめ　 もこう

あなたも１日議員を開催
　８月２０日（日）にさつま町女性団体連絡協議会主催の「あなたも１日議員」が開催さ
れました。当日は、町内の小学生９名、中学生２名の計１１名が一般質問を行い、上別府
ユキ議員が議長を務め、一般質問形式で町政に質問をしました。
※一般質問は紙面の都合上内容を一部省略して掲載しています。ご了承ください。

　放置された田んぼや畑を有効
活用するために、何か取組をし
ていますか。また、放置された
畑や田んぼを譲ったり、貸し出
したりする取組はありますか。

　耕作放棄地について

町長　農地の見回りをしたり、農地の貸し借りや譲っ
たりこれらを斡旋している農業委員さんが３５名おり、
高齢や病気等により、耕作できなくなった方の農地を、
耕地面積を広げたいと考えている意欲ある農家の方に、
譲ったり貸し出す手伝いをしています。農業委員さん
の活動により、耕作放棄されそうな農地の増加を食い
止め、引き続き利用されるよう努めています。

きれいな町にするために

柏原小学校 ６年 永野小学校 ６年

町長　喫煙所を増やすことでこの問題を解決するの
ではなく、今ある専用の喫煙所や携帯灰皿を使うな
ど、たばこを吸う人達にマナーを守ってもらう取組
をしていきたいと思います。今後は、町のホームペ
ージや公式LINE、広報紙等も利用し、「環境美化に
ついて」広く呼びかけを行い、ポイ捨てが無くなる
ように努めていきたいと思います。

　町を「ポイ捨てなどがないき
れいな町にしてほしい」と思い
ますが、どのような取組をして
いますか。また、喫煙所を増や
す考えはありますか。

　閉校した後の永野小学校がど
うなるのか気になります。わた
しの一つの案として、「永野金
山記念館」にできたらいいと思
いますがどうでしょうか。

教育長　活用するとなれば、展示物などが必要にな
ります。金山歴史を語る品物や資料は現段階で残っ
ているものが少なく、今後もどんなものが残ってい
るのか調査が必要になると思います。永野小学校の
跡地活用について、「永野金山記念館」として整備
をするということになれば、近隣にある施設の活用
方法などと一緒に、検討することになります。

永野小学校 ５年 鶴田小学校 ６年

町長　まだ計画ができていないので、町が直接管理
しています。今後は、さつま町に暮らす人が、「安
全に住みやすく生活をするために、何を優先的に行
うのか」などについて、みんなで考えることが大切だ
と思います。これからも子どもから大人まで、みんな
が楽しめる場所がもっとできないか、キャンプ場だけ
でなくいろいろな活用方法を考えてみたいと思います。

　旧鶴田小跡地は、今はどこが
管理し、今後どうなる予定です
か。残せるものはそのまま利用
して、校庭はキャンプ場や遊べ
る場所にしたいと考えています。

閉校になった学校の利用について 旧鶴田小の跡地活用について

　郷土の物は郷土で食べるとさ
らにおいしく、体にもいいと知
りました。そこで、郷土の名産
品である西郷梅を給食で出すこ
とはできないでしょうか。

学校給食について

教育長　梅を使った献立は、いろいろありますが、
梅自体が主役の料理は、なかなか提供できていませ
ん。毎年、給食週間には、地元の特産品を提供して
います。数年前までは、西郷梅の提供もありました
が、出荷量が少ないため最近は、地元産のきんかん
などを提供しています。西郷梅を使った給食が提供
できるように、生産者と協力をいただきながら取り
組んでいきたいと思います。

高齢者の買い物支援について

求名小学校 ６年 求名小学校 ６年

町長　高齢者の割合が高くなっていくことと同時に、
買い物に困る方も増えていくことが予想されますの
で、移動販売車の充実を含め、買い物に困る方が少
しでも減るような取組を考えていきたいと思います。
また、今年から「高齢者いきいきチケット」という
助成券を発行し、高齢者の方が乗合タクシーや乗合
バスをもっと利用しやすいよう支援を広げています。

　求名に移動販売車が来るよう
してほしいです。高齢者の活気
につながるだけでなく、地域全
体の活性化にもつながると思い
ます。

井龍 敏志 さん 池山 歩希 さん

徳留 妹紅 さん 有馬 一颯 さん

山﨑 凜音 さん 高木 りん さん
やまさき　りおん たかき

いけやま  ほまれいりゅう 　さとし

小中学生が町政に意見・質問を！！

※一般質問は紙面の都合上内容を一部省略して掲載しています。ご了承ください。
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郎
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所管事務調査受入　福岡県京都郡町議会議長会
（７月２０日）

所管事務調査受入　熊本県御船町議会
（７月２５日）

議
会
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報
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員
会

《表紙紹介》
　令和５年１０月１５日に屋地楽習館で「さつま町読書フェスティ
バル」が開催されました。当日は小向井一成氏による自作紙芝居の
読み聞かせや絵本作家広瀬克也氏による講演とワークショップが行
われました。ワークショップでは広瀬氏の妖怪絵本シリーズにちな
んだ妖怪お面を作りました。表紙は、最後に参加者が作成したお面
を掲げて記念撮影を行った様子です。　

町高齢者クラブ連合会との意見交換会
（８月２２日）

町保育連合会との意見交換会
（１０月２０日）
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